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す
で
に
全
学
部
の
学
生
を
対
象
に
「
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス・
A
I
プ
ロ
グ
ラ
ム（
M
D
A
P
）」

を
入
門
レ
ベ
ル
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
順
次
応
用
レ
ベ
ル
へ
と
展
開
し
て
行
く
予
定

で
す
。
学
生
た
ち
か
ら
は
想
定
以
上
に
積
極
的

な
反
応
が
返
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
含
む
、

学
部
横
断
型
の
サ
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
昨
年
度
時
点
の
3
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
第

二
期
中
期
経
営
計
画
中
に
7
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で

展
開
し
て
行
く
こ
と
が
当
面
の
目
標
で
す
。
新

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
に
学
生
が
参
加
す
る
機
会

も
設
け
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
2
0
2
2
年
度
は
、
対
面
授
業
を
基

本
と
し
て
始
ま
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
学
生
の

姿
が
か
な
り
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
短
期
の
海
外

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
は
ま
だ
見
合
わ
せ
て
い
る

状
況
で
す
が
、
今
後
徐
々
に
再
開
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
下
で
蓄
積
し
て

き
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ
っ
て
、
当
面
の

間
は
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
の
国
際
交
流
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
実
際
に
海
外
に
足

を
運
ぶ
機
会
を
再
開
さ
せ
つ
つ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
継
続
的
な
交
流
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
学
生
に
対
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
体
験
の

チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
期
の
大
学
の

あ
り
方
を
創
っ
て
い
く
時
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
に
、
学
生
が
積
極
的
に
飛
び
込

ん
で
い
け
る
よ
う
、
ご
支
援
、
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
4
年
間
を
期
間
と
す
る
、
学
校

法
人
法
政
大
学
第
二
期
中
期
経
営
計
画
の
実
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
学
で
は
、
理
事
会
任
期

の
初
年
度
に
新
し
い
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
、

４
年
ご
と
に
更
新
し
な
が
ら
大
学
・
付
属
校
の

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
8
年
後
に
は

法
政
大
学
は
創
立
1
5
0
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

れ
が
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
H
O
S
E
I
２
０
３
０
の

目
標
年
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
中
期
経
営

計
画
は
、
今
か
ら
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
ま
で

の
8
年
間
の
前
半
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
期
間

に
計
画
的
に
諸
事
業
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
H
O
S
E
I
２
０
３
０
の
実
現

に
向
け
た
基
本
的
な
準
備
を
完
了
し
、
第
三
期

計
画
に
よ
っ
て
最
終
仕
上
げ
の
段
階
に
進
む
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
内
容
は
、
教
学
改
革
、
研
究
高
度
化
、

社
会
連
携
の
強
化
、
学
生
支
援
、
組
織
・
運
営

体
制
の
強
化
と
い
う
五
つ
の
領
域
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
全
体
を
通
し
て
重
点
的
に
取

り
組
む
課
題
と
し
て
、
①
キ
ャ
ン
パ
ス
再
構
築

の
実
現
に
向
け
た
計
画
の
推
進
、
②
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
、
③
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
の
推

進
、
④
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
の
実
現
、
⑤
持
続
可

能
な
社
会
の
未
来
へ
の
貢
献
を
特
記
し
て
い
ま

す
。
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

体
験
率
1
0
0
％
（
現
状
6
6
･
6
%
）、
実
就

職
率
１
位
（
卒
業
生
5
0
0
0
人
以
上
の
大
学

中
）
な
ど
、
野
心
的
な
目
標
を
全
学
で
共
有
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
A
I
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な

ど
、
大
学
教
育
に
対
す
る
新
し
い
期
待
が
い
ま

社
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
、

HOSEI2030第二期中期経営計画の詳細
については、左記QRコードをご確認ください。

http://hosei2030.hosei.ac.jp/
managementplan_m02

1958年生まれ。法学部教授。1981
年東京大学法学部卒業、1983年
同大学院法学政治学研究科修士課
程修了、1987年同大学院同研究科
博士課程単位取得退学、同年法学
博士学位取得。同年法政大学法学
部助教授、1995年同法学部教授。
2008～2011年度総合情報センター
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年度法政大学副学長、2021年度～
法政大学総長。

Hirose Katsuya

法
政
大
学
総
長  

廣
瀬 

克
哉

巻
頭
言
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法政の「いま」をお伝えします。
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法
政
大
学
沖
縄
文
化

研
究
所
創
立
50
周
年
を

記
念
し
、
H
O
S
E
I

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
の
企
画

展
と
し
て
「
沖
縄
を
知
り
、

考
え
、つ
な
が
る
」が
、8
月
26
日（
金
）

ま
で
の
期
間
限
定
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
企
画
展
で
は
、
法
政
大
学
沖
縄

文
化
研
究
所
の
設
立
か
ら
調
査
活
動
、

社
会
へ
の
働
き
か
け
な
ど
50
年
に
わ
た

る
活
動
の
軌
跡
を
紹
介
し
た
「
法
政
大

学
沖
縄
文
化
研
究
所
50
年
の
歩
み
」、

首
里
城
の
歴
史
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
基

に
実
像
を
探
る
「
首
里
城
正
殿
の
屋
根

2
0
2
2
」
展
、
か
つ
て
宮
古
諸
島
で

行
わ
れ
て
い
た
祭
祀
を
記
録
し
た
写
真

展
「
よ
み
が
え
る
宮
古
島
の
祭
祀

－

池

間
・
佐
良
浜
の
神
願
い
（
カ
ン
ニ
ガ

イ
）」
な
ど
、
3
種
の
展
示
が
市
ケ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
3
箇
所
に
て
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
貴
重
な
資
料
と
共
に
、

沖
縄
の
歴
史
と
文
化
に
触
れ
る
機
会
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

「沖縄を知り、考え、つながる」を
開催しています

法政大学沖縄文化研究所創立50周年記念
HOSEIミュージアム企画展【「市民」と「地域」への視点】

【JR線】総武線：市ケ谷駅または飯田橋駅（西口）下車徒歩10分
【地下鉄】都営新宿線・東京メトロ有楽町線・南北線：市ヶ谷駅下車徒歩10分
都営大江戸線・東京メトロ東西線・有楽町線・南北線：飯田橋駅下車徒歩12分

HOSEIミュージアム

https://museum.hosei.ac.jp/
※詳細は、HOSEI ミュージアムのウェブサイトをご参照ください。

2022年8月26日（金）まで開催
（8/13（土）〜8/19（金）は夏季一斉休暇のため閉館）

入場無料
 10時〜17時（最終入場16時30分）
日曜、月曜、祝祭日は休館

HOSEIミュージアム ミュージアム・コア（九段北校舎1階）

❶法政大学沖縄文化研究所50年の歩み

ミュージアム・サテライト市ケ谷（BT）ボアソナード・タワー26階

❷「首里城正殿の屋根2022」展

ミュージアム・サテライト市ケ谷（外濠）外濠校舎6階

❸写真展「よみがえる宮古島の祭祀
−池間・佐良浜の神願い（カンニガイ）」

シーサー

首里城瓦（現物）

【第7期】19世紀代
首里城正殿復元図

（赤壁）

展示写真（一部）

02	 HOSEI EYE　「沖縄を知り、考え、つながる」を開催しています
03 巻頭言	法政大学総長	廣瀬克哉
	 「第二期中期経営計画を策定しました」

04 2021年度決算について
05 2022年度予算について
07 法政大学	エコ本
08 2021年度卒業生の進路状況について
09 2022年度一般選抜結果について 
10 法政大学のリカレント教育・生涯学習

12 卒業生インタビュー   
 「大切なのは、苦しいときの『あと一歩』その積み重ねが道を開く」
 株式会社オリエンタルランド 代表取締役社長兼COO 吉田 謙次さん
14 ESSAY 
 「土地の水没と住民移転」 
 人間環境学部人間環境学科 教授 藤倉 良
16 HOSEI PHRONESIS  VOL.46  
 「生命の仕組みを探り植物を病気から守る」 
 生命科学部応用植物科学科 教授 大島 研郎  

18 MY CAMPUS, MY LIFE
 国際文化学部国際文化学科 佐藤千登勢教授ゼミ／自動車研究会 

20 Message  「大きく成長させてくれた場所」
 経営学部経営戦略学科4年 宮本 ことみさん（体育会野球部 主務）  
21 THE SCENE  VOL.138 重量挙部 
22 後援会だより「個別相談・父母懇談会のご案内」「2022年度後援会運営について」ほか

26 HOSEI ミュージアム  VOL.028		
	 野上記念法政大学能楽研究所 創立70周年記念特別展示 危機と能楽
27 校友会だより
28 HOSEI TOPICS
30 付属校短信
31 BOOKS
裏表紙　2021年度自由を生き抜く実践知大賞4

撮影：平野太呂
多摩キャンパスは環境と人間の調和を目指した郊外型のキャンパスで、その象徴的な存在の一つ
が「法政Vブリッジ」です。総合棟と経済学部エリアをつなぐこの橋は1998年3月に完成し、名称は
学内で公募され、V形式の主塔とVictoryの意味を合わせて「法政Vブリッジ」と名付けられました。

COVER  多摩キャンパス	

HOSEI EYE



は限られています。また、支出も教職員の人件費
や校舎の維持費用など、その多くが固定的です。
その中で、教育研究条件の向上に努め、質の高い
教育研究を永続的に展開していくためには、中長
期的な財政計画の下、各年度に具体的方針を定め、
教学上の諸要求と財政の調和を図りながら、収支
の均衡のとれた予算を編成する必要があります。

　学校法人を運営するための財源は、その大半が
学生・生徒（保護者）からの学費、受験料、寄付
金および国・地方公共団体からの補助金などの資
金によって賄われています。これらの収入を見積
もり、いかに効率的・効果的に教育研究活動や施
設・設備の改善・充実を図っていくかの計画を立
てるのが学校法人の予算です。学校法人の収入源

　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン︵
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
2
0
3
0
︶

で
は
、
中
長
期
財
政
指
標
と
し
て
、
事
業

活
動
収
支
差
額
比
率
10
％
の
確
保
を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
2
年
度
予
算
は
、

前
述
の
と
お
り
厳
し
い
収
支
状
況
が
見

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
金
繰

入
前
当
年
度
収
支
差
額
の
目
標
値
を

1
8
･
9
億
円
︵
事
業
活
動
収
支
差
額
比

率
3
･
8
％
相
当
︶を
最
低
水
準
と
し
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、全
て
の
事
業
に
お
い
て
、

費
用
対
効
果
や
客
観
的
指
標
な
ど
の
根
拠

を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
直
近
の
予
算
執

行
実
績
を
例
年
以
上
に
精
査
し
、
事
業
の

縮
小
な
ど
を
含
め
た
見
直
し
を
徹
底
す
る

こ
と
と
し
、
左
記
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
学
の
中
長
期
的
な
収
支
見
通
し
は
、

収
入
面
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
省
に
よ

る
定
員
管
理
の
厳
格
化
政
策
の
下
、
学
校

法
人
の
主
た
る
収
入
で
あ
る
学
生
生
徒
等

納
付
金
の
大
幅
な
増
額
を
見
込
む
こ
と
は

困
難
で
す
。
こ
の
状
況
は
今
後
も
続
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
入
学
定
員
を
確

実
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
2
0
2
1
年
度
学
部
一
般
入

試
は
、
前
年
度
の
同
入
試
の
実
績
に
比
べ

志
願
者
数
が
減
少
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
大
き
な
要
因

の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
入
試
で
は
志
願
者
増
と
な

り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
志
願
者
数
動
向

に
は
注
視
が
必
要
で
あ
り
、
2
0
2
3
年

度
入
試
に
お
い
て
も
、
特
に
学
部
一
般
入

試
の
志
願
者
数
想
定
は
保
守
的
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
支
出
面
に
お
い
て
は
、
施
設
・

設
備
の
維
持
・
管
理
・
更
新
な
ど
の
教
育
・

研
究
環
境
整
備
に
要
す
る
経
費
の
他
、

2
0
2
2
年
度
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍

へ
の
対
応
と
し
て
、
引
き
続
き
施
設
・
設

備
環
境
の
整
備
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
実
施

環
境
の
拡
充
、
Ｓ
Ａ︵
ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ

ロ
ー
ド
︶
な
ど
の
留
学
の
中
止
に
伴
う
代

替
措
置
の
実
施
、
学
生
へ
の
経
済
的
支
援

な
ど
が
想
定
さ
れ
、
今
後
も
一
定
の
支
出

規
模
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

budget

予
算

事業活動収支計算において、基本金

組入前当年度収支差額の目標値（最

低水準）を18.9億円（±2億円）とし、

全ての経費について、新型コロナウイ

ルス感染症の影響を想定した上で、費

用対効果・予算執行実績を重視した見

直しを徹底する。

1

第二期中期経営計画を着実に実行す

るため、計画の策定状況を踏まえつつ、

予算措置を図る。

2

減価償却引当特定資産への積み増し

（40億円）を行う。

3
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（単位：百万円）
科　目 2021年度決算 （参考）2022年度予算

教

育

活

動

収

支

学生生徒等納付金 39,237 39,136
手数料 3,547 3,046
寄付金 505 376

経常費等補助金 5,543 5,279
付随事業収入 495 320

雑収入 1,108 779

教育活動収入計 50,433 48,936
人件費 26,421 25,638
教育研究経費 16,836 18,365
管理経費 2,201 2,364
徴収不能額等 0 0

教育活動支出計 45,458 46,367
教育活動収支差額 4,975 2,569

教
育
活
動
外
収
支

受取利息・配当金 501 487

その他の教育活動外収入 38 53

教育活動外収入計 539 540

借入金等利息 27 23

その他の教育活動外支出 0 0

教育活動外支出計 27 23

教育活動外収支差額 512 517

経常収支差額 5,487 3,086

特
別
収
支

資産売却差額 0 0

その他の特別収入 120 60

特別収入計 120 60

資産処分差額 113 30

その他の特別支出 12 0

特別支出計 125 30

特別収支差額 △5 30

〔予備費〕 500

基本金組入前当年度収支差額 5,482 2,616
基本金組入額合計 △176 △1,301
当年度収支差額 5,306 1,314
前年度繰越収支差額 △43,531 △40,226
基本金取崩額 0 0

翌年度繰越収支差額 △38,225 △38,912
（参考）
事業活動収入計 51,093 49,536
事業活動支出計 45,611 46,921

事業活動収支差額比率 10.7% 5.3%

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

表② 事業活動収支計算書

資 産 の 部
科　目 2021年度末 2020年度末 増減

固定資産 207,590 205,703 1,887
有形固定資産 133,529 136,628 △ 3,100
特定資産 46,545 44,844 1,701
その他の固定資産 27,516 24,230 3,286

流動資産 31,118 27,299 3,819
資産の部合計 238,708 233,002 5,706

負債の部・純資産の部
科　目 2021年度末 2020年度末 増減

固定負債 17,838 18,904 △ 1,066
長期借入金　 4,150 4,527 △ 377
長期未払金　 744 1,181 △ 437
退職給与引当金　 12,945 13,196 △ 251

流動負債 13,132 11,842 1,289
短期借入金 377 377 0

未払金・前受金・預り金 12,754 11,465 1,289
負債の部合計 30,970 30,746 224

基本金 245,963 245,787 176

繰越収支差額 △ 38,225 △ 43,531 5,306
純資産の部合計 207,738 202,256 5,482
負債及び純資産の部合計 238,708 233,002 5,706

減価償却累計額 98,484 96,065 2,419
基本金未組入額 5,441 6,368 △ 927

（単位：百万円）
表① 貸借対照表

（注）表の金額は百万円未満
を四捨五入しています。その
ため、合計が計算上一致しな
い場合があります。

　
上
記
の
他
、長
期
ビ
ジ
ョ
ン︵
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

2
0
3
0
︶
で
実
現
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
掲
げ
て
い
る
﹁
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
化

推
進
﹂
に
つ
い
て
、
推
進
体
制
の
さ
ら
な

る
強
化
を
図
る
た
め
、
2
0
2
1
年
度
に

新
た
に﹁
男
女
共
同
参
画
推
進
特
設
部
会
﹂

を
設
置
し
、
策
定
し
た
行
動
計
画
に
お
け

る
各
種
施
策
の
具
体
化
に
つ
い
て
の
検

討
、
各
種
施
策
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
資
産
の
部
合
計
は
、
有
価
証
券
の
増
加

な
ど
に
よ
り
前
年
比
57
億
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
一
方
、
負
債
の
部
合
計
は
、
空

調
設
備
更
新
な
ど
の
工
事
に
伴
う
未
払
金

の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
比
2
億
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
純
資
産
の
部
は
、
繰

越
収
支
差
額
が
前
年
比
53
億
円
の
増
に

①
オ
ン
ラ
イ
ン
化
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
、

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
置
・
運

営
事
業
な
ど
の
重
点
施
策
事
業
、
②
︵
文

部
科
学
省
︶
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

︵
Ｓ
Ｇ
Ｕ
︶
創
成
支
援
事
業
、
③
各
校
地

の
空
調
・
防
犯
設
備
更
新
工
事
な
ど
の
建

設
・
修
繕
事
業
、
④
教
育
学
術
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク︵
ｎ
ｅ
ｔ
2
0
1
7
︶、
情
報
基
盤

シ
ス
テ
ム
、情
報
教
育
シ
ス
テ
ム︵
ｅ
ｄ
ｕ
︶

と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
な
ど
で
す
。ま
た
、

2
0
2
0
年
度
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍

へ
の
対
応
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
事
業
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
コ

ン
テ
ン
ツ
の
作
成
支
援
な
ど
の
実
施
に
加

え
、
大
学
改
革
推
進
等
補
助
金
に
採
択
さ

れ
た
、
学
習
成
果
の
可
視
化
を
図
る
Ｄ
Ｘ

事
業
︵
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ 

Ｈ
ｉ

­

Ｄ
Ｘ
事
業
︶
な

ど
を
新
た
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
比
55
億

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
2
1
年
度
の
事
業
活
動
収
入
は

5
1
1
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
事

業
活
動
支
出
は
4
5
6
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
事
業
活
動
収
入
か
ら
事
業
活
動
支
出

を
引
い
た
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
は
55
億
円
の
収
入
超
過
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支

差
額
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
控
除
し
た
当

年
度
収
支
差
額
は
53
億
円
の
収
入
超
過
と

な
り
、翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
は
3
8
2 

億
円
の
支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン︵
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
2
0
3
0
︶

の
も
と
2
0
1
7
年
度
に
策
定
し
た
、
第

一
期
中
期
経
営
計
画︵
2
0
1
8
~
2
0
2
1

年
度
︶
の
計
画
期
間
が
2
0
2
1
年
度
末

を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
第
一
期
中
期
経
営
計
画
で
は
、﹁
教
学

改
革
︵
キ
ャ
ン
パ
ス
再
構
築
の
推
進
︶﹂、

﹁
教
育
・
研
究
環
境
整
備
﹂、﹁
財
政
健
全
化
﹂

を
三
つ
の
柱
と
し
、
事
業
や
取
り
組
み
の

優
先
度
・
規
模
・
経
費
・
実
施
時
期
を
見

通
し
、
一
貫
性
と
合
理
性
あ
る
法
人
運
営

の
実
現
を
目
指
し
ま
し
た
。
2
0
2
1
年

度
は
、そ
の
最
終
評
価
を
実
施
し
た
上
で
、

第
二
期
中
期
経
営
計
画
︵
2
0
2
2
~

2
0
2
5
年
度
︶
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
度
に
行
っ
た
主
な
事
業
は
、

決
算
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https://www.hosei.ac.jp/
hosei/disclosure/hokoku/

◆本学では予算・決算の内容
を大学ウェブサイトで公開して
います。詳しい内容は、下記
URLまでアクセスしてください。

　
本
学
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
前
述

の
と
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
見
込
み

で
す
。
重
点
的
・
強
化
事
業
へ
の
予
算
配

分
に
よ
る
事
業
実
施
と
並
行
し
て
、
経
費

削
減
お
よ
び
収
入
源
の
確
保
に
係
る
計
画

的
な
取
り
組
み
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
2
0
2
1
年
度
は
、﹁
第
一
期
中
期
経
営

計
画
︵
2
0
1
8
年
度
~
2
0
2
1
年
度
︶﹂

の
最
終
評
価
を
実
施
し
た
上
で
、﹁
第
二

期
中
期
経
営
計
画
︵
2
0
2
2
年
度
~

2
0
2
5
年
度
︶﹂
の
策
定
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
当
面
の
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
策
を

柔
軟
に
講
じ
つ
つ
、
第
二
期
中
期
経
営
計

画
で
掲
げ
た
各
課
題
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に

は
、
強
固
な
財
政
基
盤
を
構
築
し
、
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
外
部

資
金
の
獲
得
な
ど
、
収
入
源
の
拡
充
を
進

め
る
と
と
も
に
、
目
標
達
成
指
標
な
ど
を

用
い
た
事
業
の
進
捗
管
理
、
事
業
実
施
後

の
評
価
を
強
化
し
、
予
算
監
理
の
実
効
性

を
高
め
、
第
二
期
中
期
経
営
計
画
へ
の
取

り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

「法政大学エコ本」とはご提供いただいた書籍類を提携会社が買い取り、その買取金額が本学に寄付され、
「法政大学家計急変学生支援奨学金」に役立てられるプロジェクトです。
買い取った書籍類はリユースされ、エコ社会（持続可能な社会）の実現への手助けとなります。
ご自宅で段ボール箱に書籍を詰めて、ウェブサイトから簡単にお申し込みいただけます。
書籍はご指定いただいた希望日時に宅配業者が集荷に伺います。
5点以上ご提供いただいた場合は、送料が無料になります。

※「ISBN」のない本、百科事典、個人出版の本、漫画雑誌（コンビニコミック含む）、一般雑誌は取り扱いできませんのでご注意ください。
※お受けできる箱数は、1回の申し込みで3箱までとなります。

予
算

8 1 31〜（月）
（水）

（受付時間 平日9時～17時）

法政大学 卒業生・後援会連携室 募金課

Tel : 03-3264-9807

E-mail:bokin@hosei.ac.jp

お問い合わせ先お申し込みはウェブサイトから

法政大学 エコ本
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こ
れ
に
よ
り
、
基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
は
26
億
円
の
収
入
超
過
と
な

り
、
こ
こ
か
ら
基
本
金
組
入
額
を
控
除
し

た
当
年
度
収
支
差
額
は
13
億
円
の
収
入
超

過
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
度
繰
越
収
支
差

額
は
3
8
9
億
円
の
支
出
超
過
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　
事
業
活
動
収
入
を
構
成
比
率
で
見
る

と
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
が
最
も
多
く
、

79
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
や
地

方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助
金
が
11
％
、
入

学
検
定
料
な
ど
の
手
数
料
が
6
％
、
寄
付

金
が
1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
活
動

支
出
の
構
成
比
率
で
は
、
人
件
費
が
最
も

多
く
55
％
で
、
教
育
研
究
経
費
が
39
％
、

管
理
経
費
が
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図 2022年度事業活動収支予算の構成

予
算
に
お
け
る
事
業
活
動
収
入
、
事
業
活

動
支
出
、
基
本
金
組
入
額
の
構
成
は
図
の

と
お
り
で
す
。

　
事
業
活
動
収
入
と
は
、
学
生
生
徒
等
納

付
金
、
手
数
料
、
寄
付
金
、
補
助
金
な
ど

当
該
年
度
に
帰
属
す
る
収
入
の
こ
と
で
、

前
受
金
、
預
り
金
、
借
入
金
な
ど
負
債
と

な
る
収
入
は
含
み
ま
せ
ん
。

　
事
業
活
動
支
出
と
は
、
当
該
年
度
の
教

育
研
究
活
動
の
た
め
の
人
件
費
、
教
育
研

究
経
費
・
管
理
経
費
︵
減
価
償
却
額
を
含

む
︶
な
ど
の
支
出
の
こ
と
で
、
土
地
・
建

物
・
設
備
・
備
品
な
ど
資
産
と
し
て
計
上

す
る
支
出
は
含
み
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
基
本
金
組
入
額
と
は
、
主
に
当

該
年
度
の
土
地
・
建
物
・
設
備
・
備
品
な

ど
の
固
定
資
産
取
得
相
当
額
お
よ
び
奨
学

基
金
へ
の
組
入
相
当
額
で
す
。

　
学
校
法
人
は
、
事
業
活
動
収
入
か
ら
基

本
金
組
入
額
を
控
除
し
た
収
入
額
と
事
業

活
動
支
出
額
に
つ
い
て
、
中
長
期
的
に
均

衡
し
て
い
る
状
態
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
2
0
2
2
年
度
予
算
の
事
業
活
動
収
入

は
、
4
9
5
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
基
本

金
組
入
額
は
、︵
多
摩
︶
中
央
監
視
装
置

更
新
工
事
相
当
額
な
ど
の
組
入
を
見
込
み

13
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
活
動
支
出
は
4
6
9
億
円
と
な
り

ま
し
た
。
内
訳
と
し
て
は
、
人
件
費
は

2
5
6
億
円
、
経
費
関
係
は
、
教
育
研
究

経
費
1
8
4
億
円
、
管
理
経
費
24
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

な
ど

❹ 

奨
学
金
事
業

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に
よ

る
授
業
料
等
減
免
事
業
、﹁
開
か
れ
た

法
政
21
﹂
奨
学
・
奨
励
金
、
新
・
法

政
大
学
1
0
0
周
年
記
念
奨
学
金
、

Ｓ
Ａ
等
奨
学
金
、
交
換
留
学
生
受
入

れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
事
業 

な
ど

❺ 

I
C
T
事
業

市
ケ
谷
・
多
摩
・
小
金
井
情
報
教
育
シ

ス
テ
ム︵
ｅ
ｄ
ｕ
︶の
運
用
、教
育
学
術
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク︵
ｎｅ
ｔ
2
0
1
7
︶の
運

用
、情
報
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
運
用 

な
ど

❻
補
助
金
事
業

経
常
費
補
助
金︵
特
別
補
助
︶に
よ
る

大
型
設
備
等
運
営
支
援
事
業 

な
ど

❼ 

広
報
事
業

学
生
募
集
に
係
る
入
試
広
報
事
業 

な
ど

❽ 

後
援
会
事
業

後
援
会
か
ら
の
寄
付
金
収
入
を
伴
う

事
業

❾ 

そ
の
他

上
記
以
外
の
年
次
計
画
に
基
づ
く
各

種
事
業

︵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
過
年
度
の
留
学
等
中
止
へ

の
対
応 

な
ど
︶

　
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
、

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ 

Ｈ
ｉ­

Ｄ
Ｘ
事
業
、オ
ン
ラ

イ
ン
化
シ
ス
テ
ム
構
築
、Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
、
研
究
力
強

化
事
業
、
若
手
研
究
者
公
募
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
、
男
女
共
同

参
画
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン 

な
ど

❶
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
事
業

︵
文
部
科
学
省
︶ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
︵
S
G
U
︶
創
成
支
援
事
業

❷
建
設
・
修
繕
事
業

︵
市
ケ
谷
︶
外
濠
校
舎
薩
埵
ホ
ー
ル

特
定
天
井
改
修
工
事
、︵
多
摩
︶
中
央

監
視
装
置
更
新
工
事
、︵
多
摩
︶
14
号

館
プ
ー
ル
特
定
天
井
改
修
工
事
、
照

明
更
新
工
事 

な
ど

❸ 

施
設
の
維
持
・
管
理
事
業

総
合
管
理
委
託
事
業
︵
警
備
・
清
掃
︶ 

0

500

400

300

200

100

事業活動収入 495億円 事業活動支出＋基本金組入額482億円

事
業
活
動
収
入
4
9
5
億
円

その他
16億円（3％）（億円）

寄付金
4億円（1％）

学生生徒等
納付金
391億円

（79％）

人件費
256億円

（55％）

教育研究経費
184億円

（39％）
事
業
活
動
支
出
4
6
9
億
円

基本金組入額13億円 その他
6億円（1％）

（注）図の金額は億円未満を
四捨五入しています。そのた
め、合計など数値が計算上
一致しない場合があります。

管理経費
24億円

（5％）
手数料
30億円

（6％）

予
算

　
予
算
編
成
方
針
に
基
づ
き
、
2
0
2
2

年
度
予
算
に
計
上
し
た
主
な
事
業
は
次
の

通
り
で
す
。

　
本
学
の
2
0
2
2
年
度
事
業
活
動
収
支

補助金
53億円（11％）
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2022年度一般選抜では、大学別志願者数ランキング全国第3位、実志願者数※では全国第1位となりました。
全学の状況と学部別のデータを示します。

入
試
結
果

航空操縦学専修の志願者数は、
理工学部のT日程・A方式・英語外部試験利用に含む。

図②  2020〜2022年度 学部別志願者数推移

10,0005000 15,000

（学部・年度）

（人）

■共通テスト利用B・C方式
■T日程・A方式・
　　英語外部試験利用
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文

 第1位　近畿大学
 第2位　千葉工業大学
 第3位　法政大学
 第4位　明治大学
 第5位　東洋大学

 第6位　早稲田大学
 第7位　日本大学
 第8位　立命館大学
 第9位　関西大学
 第10位 中央大学

図① 私大志願者数データ推移（過去5年間、上位10校）
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本
学
の
2
0
2
2
年
度
一
般
選
抜
志
願

者
数
は
10
万
8
3
4
3
人
で
、
前
年
度
か

ら
1
万
7
3
8
7
人
増
加
し
、
2
年
ぶ
り

に
10
万
人
を
超
え
ま
し
た
︵
前
年
度
比

1
1
9
･
1
％
︶。
志
願
者
数
が
前
年
度
を

上
回
っ
た
の
は
、
過
去
最
多
の
12
万
人
台

を
記
録
し
た
2
0
1
8
年
度
一
般
選
抜
以

来
4
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す︵
図
①
︶。
大
学

別
志
願
者
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
前
年
度
か

ら
三
つ
順
位
が
上
が
っ
て
全
国
第
3
位
と

な
り
、
さ
ら
に
学
内
併
願
を
除
い
た
実
志

願
者
数
は
7
2
6
6
人
増
の
5
万
2
7
5
6

人
で
、
2
年
ぶ
り
に
全
国
第
1
位
と
な
り

ま
し
た
。

　
入
試
方
式
別
で
見
て
も
、
全
て
の
方
式

で
前
年
度
か
ら
志
願
者
が
増
加
し
て
お

り
、
中
で
も
社
会
学
部
と
国
際
文
化
学
部

が
新
た
に
加
わ
っ
た
英
語
外
部
試
験
利
用

入
試
は
1
8
6
7
人
増
の
5
6
5
3
人︵
前

年
度
比
1
4
9･
3
%
︶
で
、
6
年
前
の
導

入
初
年
度
と
比
較
す
る
と
約
13
倍
の
志
願

者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
最
も
募
集
人
数
の
多
い

A
方
式
入
試︵
個
別
日
程
︶が
9
5
0
6
人

増
︵
前
年
度
比
1
2
0･
5
%
︶、T
日
程
入

試
︵
統
一
日
程
︶
が
2
4
0
8
人
増
︵
同

1
1
5･
5
%
︶、大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利

用
入
試
B
方
式︵
3
教
科
型
︶が
2
2
7
4

人
増︵
同
1
1
1･
8
%
︶、
同
C
方
式
︵
5

教
科
6
科
目
型
︶
が
1
3
2
6
人
増
︵
同

1
2
3･
0
%
︶
で
し
た
︵
他
に
航
空
操
縦

学
専
修
一
般
入
試
が
6
人
増
︶。

　
学
部
別
で
は
15
学
部
中
12
学
部
で
志
願

者
が
増
え
て
お
り
、
法
学
部
、
経
済
学
部
、

経
営
学
部
な
ど
、
特
に
社
会
科
学
系
の
学

部
で
志
願
者
数
が
大
き
く
回
復
し
て
い
ま

す︵
図
②
︶。
情
報
科
学
部
だ
け
は
2
年
連

続
で
志
願
者
が
増
え
て
お
り
、
2
0
2
1

年
度
一
般
選
抜
か
ら
A
方
式
の
日
程
を

変
更
し
て
学
部
内
併
願
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
近
年
の
情
報
系

学
部
の
人
気
が
反
映
さ
れ
た
結
果
と
言
え

ま
す
。

　
一
方
、
志
願
者
が
減
っ
た
3
学
部
の
う

ち
、
現
代
福
祉
学
部
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
学
部
は
前
年
度
増
加
の
反
動
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
4
年
連
続
の
減
少

と
な
っ
た
G
I
S
︵
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学

部
︶に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年
度
一
般
選

抜
か
ら
T
日
程
の
募
集
を
停
止
し
、
さ

ら
に
2
0
2
2
年
度
一
般
選
抜
か
ら
全
て

の
方
式
で
英
語
外
部
試
験
ス
コ
ア
を
出
願

資
格
と
す
る
な
ど
、
あ
る
程
度
志
願
者
が

減
る
こ
と
を
見
越
し
た
上
で
、
学
部
と
し

て
求
め
る
学
生
を
よ
り
明
確
化
し
て
い
っ

た
結
果
と
言
え
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
度
一
般
選
抜
で
は
、
経
営

学
部
が
新
た
に
英
語
外
部
試
験
利
用
入
試

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
学
部

で
同
方
式
の
受
験
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

︵
た
だ
し
、
文
学
部
は
英
文
学
科
の
み
、

経
済
学
部
は
国
際
経
済
学
科
の
み
実
施
︶。

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
が
新
た
に

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
C
方
式

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
方
式
の
実

施
学
部
は
13
学
部
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ら

に
よ
り
、
新
た
な
志
願
者
層
の
獲
得
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
2
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
試
実

施
と
な
り
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
度
入
試

が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
実
施
で
き
る
の

か
、現
時
点
で
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

入
学
セ
ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま

な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

※
実
志
願
者
数
と
は
、
同
じ
志
願
者
が
複
数
併
願
し
て
も
1

人
と
し
て
集
計

法政大学入試情報サイト
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2021年度の進路状況と主要企業・団体への就職者推移のデータを示します。
長引くコロナ禍の中、引き続き学生に寄り添う支援に取り組んでいきます。

ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
卒
業
生
や
社
会
人
と
の
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
理
解
を
深

め
る
機
会
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
就
職
環
境
の
中
で
、
本
学

学
生
の
就
職
希
望
者
決
定
率
︵
就
職
希
望

者
に
占
め
る
就
職
決
定
者
の
割
合
︶
は

97
％
と
な
り
、
学
生
た
ち
の
健
闘
が
う
か

が
え
ま
す
。

　
就
職
者
数
の
多
い
企
業
・
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。
①
東
京
都
特
別
区
52
人
、 

②
ド
コ
モ
グ
ル
ー
プ
34
人
、 

③
楽
天
グ

ル
ー
プ 

24
人
、 

④
日
本
電
気
︵
N
E
C
︶
24

人
、 

⑤
N
E
C
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー

タ
22
人
、 

⑥
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
21
人
。

　
国
家
公
務
員
就
職
者
数
は
65
人
、
地
方

公
務
員
に
お
い
て
は
2
6
6
人
の
就
職
者

が
お
り
ま
し
た
。

　
本
学
で
は﹁
公
務
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
﹂

を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
内
に
併
設
し
、
公

務
員
講
座
や
難
関
試
験
を
目
指
す
学
生
に

対
し
て
学
生
の
希
望
に
沿
っ
た
、
き
め
細

か
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
3
年
生
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
初
め

て
の
就
職
活
動
に
不
安
や
戸
惑
い
を
感
じ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
、
求
人
倍
率
な
ど
の
現
状
や

最
新
の
企
業
動
向
、
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し

た
選
考
方
法
を
伝
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

学
生
が
変
化
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

し
っ
か
り
と
自
分
自
身
と
将
来
を
考
え
て
、

就
職
活
動
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
て
の
現
４
年
生
の
学
生
を
対

象
に
、
進
路
状
況
調
査
を
実
施
し
、
夏
以

降
も
就
職
活
動
を
継
続
し
て
い
る
学
生
を

対
象
に
、
よ
り
手
厚
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

8
月
、
9
月
と
続
け
て
本
学
学
生
限
定
の

ウ
ェ
ブ
合
同
企
業
説
明
会
を
実
施
す
る
他
、

本
学
学
生
に
対
す
る
採
用
意
欲
の
高
い
企

業
の
紹
介
な
ど
、
学
生
の
希
望
や
状
況
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
提
供
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
は
時
期
・
状
況

に
よ
り
日
々
変
わ
り
ま
す
の
で
、
就
職
活

動
に
迷
い
や
悩
み
の
あ
る
方
は
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
情
報
発
信
は
主

に
大
学
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
︵
在
学
生
の
み
登
録
可
︶

に
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
あ

わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
2
0
2
1
年
度
︵
2
0
2
2
年
3
月
︶
卒

業
生
の
求
人
倍
率
は
1･
5
0
倍
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
︵
以
下
、
コ
ロ

ナ
︶
の
影
響
で
採
用
人
数
を
減
少
さ
せ
た

り
、
採
用
自
体
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
企

業
が
あ
る
な
ど
、
一
部
の
業
界
を
希
望
す

る
学
生
に
と
っ
て
は
厳
し
い
状
況
で
し

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
業

績
好
調
な
業
界
も
あ
り
、
影
響
は
限
定
的

で
す
。
現
在
、
就
職
活
動
中
の
2
0
2
3

年
3
月
卒
業
予
定
者
対
象
の
求
人
倍
率
は

1･
5
8
倍
と
回
復
傾
向
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　
感
染
防
止
の
た
め
、
説
明
会
や
選
考
が

オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
と
な
っ
た
こ
と
で
、
学

生
か
ら
は
企
業
の
雰
囲
気
な
ど
を
体
感
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
企
業
研
究
を
深
め
に

く
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
キ
ャ
リ

表 主要企業・団体への就職者推移（2019〜2021年度）

企業名 2021 2020 2019
清水建設 4 11 12

大成建設 6 5 11

大林組 2 8 3

積水ハウス 9 3 12

ミサワホーム 3 1 4

大和ハウス工業 21 15 25

サッポロビール 1 2 3

サントリーグループ 3 0 3

山崎製パン 20 22 10

ロッテ 1 2 2

エーザイ 1 5 3

大正製薬 3 0 1

資生堂 0 0 2

日本電気（NEC） 24 18 28

パナソニック 7 4 12

富士通 15 18 18

三菱電機 7 7 15

日立製作所 9 3 6

トヨタ自動車 2 2 6

SUBARU 7 3 6

本田技研工業 5 15 13

キヤノン 4 9 11

大日本印刷 4 6 13

凸版印刷 7 7 19

バンダイ 5 2 3

住友商事 1 0 0

三井物産 1 0 1

丸紅 1 1 3

豊田通商 1 1 0

髙島屋 0 0 3

セブン-イレブン・ジャパン 2 5 7

みずほフィナンシャルグループ 2 22 19

三井住友銀行 11 14 11

三菱UFJ銀行 3 7 5

りそなホールディングス 21 26 34

横浜銀行 14 16 15

千葉銀行 10 12 15

大和証券 6 9 11

野村證券 6 4 12

第一生命保険 9 12 19

日本生命保険 13 7 11

損害保険ジャパン 5 2 4

三井住友海上火災保険 4 7 13

JR東海 9 11 11

JR東日本 9 15 30

京浜急行電鉄 1 4 1

日本通運 11 7 10

全日本空輸（ANA） 1 2 23

日本航空（JAL） 6 5 25

NTT東日本 10 12 18

NTTデータ 11 12 9

KDDI 10 9 6

ソフトバンク 18 12 16

読売新聞社 4 2 3

NHK 2 9 13

TBS 2 2 1

集英社 1 2 0

ADKホールディングス 3 5 2

電通 0 2 2

博報堂 2 1 1

オリエンタルランド 0 4 7

JTBグループ 0 11 21

日本郵政グループ 18 13 34

国家公務員 65 85 90

地方公務員 266 305 326

進
路
状
況
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　本学の現代福祉学部に在籍している間に法人を立ち上げ、卒
業後は企業の経営に携わってきました。ただ、経営については
独学だったので、しっかりとした知識を体系的に学び直したい
と思い、専門職大学院で学ぶことを決めました。
　学び直しの中で、得た知識をどのように実務に生かせるか、
考えたり実践したりする中で、経営の思考回路が形成されまし
た。現在の私の根幹をなしている思考回路だけに、仲間や部下
へと継承していくつもりです。
　仲間に出会えたことも大きな財産です。同級生だけでなく先
輩や後輩、先生方には、会うたび刺激を受けています。
　「時間は全ての人に平等にある」——これは、指導教授から
教えていただき、今も強く意識している言葉です。学ぶ前には
仕事との両立など、さまざまな不安を感じると思いますが、学
びたい気持ちがあるのなら行動を起こしてみるといいのではな
いでしょうか。

株式会社日本アメニティライフ協会取締
役事業本部長。2014年3月専門職大学
院イノベーション・マネジメント研究科
イノベーション・マネジメント専攻修了。
2020年度同専攻科目等履修生。

Egashira Dai
江頭 大さん

環境経営コンサルティングに従事。2019
年大学院公共政策研究科 SDGs Plus 履
修証明プログラム入学。2020年大学院公
共政策研究科サステイナビリティ学専攻
修士課程入学。2022年同修士課程およ
びSDGs Plus 履修証明プログラム修了。

Maruyama Shuichi
丸山 秀一さん

　環境コンサルタントとして知識や経験を積んできましたが、よ
り広い領域に拡大するために「サステイナビリティについて体
系的に学びたい」「背景や根本となる思想、歴史なども学び深
みを持たせたい」と考え、SDGs Plus 履修証明プログラムに
応募しました。
　学び直しは、家づくりに例えるなら「土台の補強」です。学
生時代に自分の軸となる基礎を固め、社会に出てからは実務経
験で増改築を重ねてきましたが、より揺るぎないものにするた
めには、基礎の補強が必要だと考えたのです。
　SDGs Plus 履修証明プログラムで修得した単位は、大学院
に進学した後、単位認定されたので、余裕を持って修士課程に
取り組むことができました。
　これからは、実務者の視点（実践的な課題解決）、研究者の
視点（本質的な課題解決）との両面から課題解決を図り、コン
サルティング業務に生かしたいと思います。

リカレント教育とは、いわゆる「社会人の学び直し」です。
「人生100年時代」を迎え、超スマート社会（Society5.0）へと変わりゆく中で、学校を卒業した後も

仕事で必要な知識や技能を修得することの重要性が高まり、リカレント教育の推進が求められています。

　2022年9月より、大学院情報科学研究科にて「情報科学・デー
タサイエンス・AI履修証明プログラム」を開設します。
　近年、社会での重要性がさらに増しているデータサイエンス
やAI（人工知能）について、情報科学の立場から、考え方や知
識、技術を学び、身に付けることが狙いです。
　開講期間は1年間、入学時期は4月と9月の年2回設けています。

「情報科学・データサイエンス・
AI履修証明プログラム」を開設します

お二人の学び直しの振り返りは、2022年3月に実施し
たリカレント教育オフィス公開講座「混沌の時代の社
会人学び直し－自分を守る武器を身につける－」の収
録動画でも、ご覧いただけます。

　2022年10月にリカレント教育オフィス公開講座「各界プロの
不動産鑑定士が解説－プライベートにもビジネスにも、不動
産課題解決に役立つ基礎知識－」をオンラインで実施します。
相続・売買・投資・CRE戦略などの課題解決に至る考え方を、テー
マごとに3週連続土曜日に学ぶことができる講座です。

公開講座「各界プロの不動産鑑定士が解説
－プライベートにもビジネスにも、不動産課題
解決に役立つ基礎知識－」を実施します

リカレント教育・生涯学習の具体的なプログラムや制度について、
詳しくはウェブサイトをご覧ください。

https://www.hosei.ac.jp/recurrent/
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専門職大学院 国家・民間資格の取得
 【大学院・学部（通信教育部含む）】

仕事に生かせる技能や資格を取りたい

通信教育部

大学院

学部

長期履修制度
（大学院）

社会人入試
【大学院・学部】

学位を取得したい

公開講座・セミナー 科目等履修生
【大学院・学部】

興味のある内容だけ学びたい

キャリアアップ・
スキルアップに

キャリアアップ・
スキルアップに

Recurrent 
Recurrent 

education
education

　
本
学
で
は
、
大
学
通
信
教
育
課
程
と
し
て

日
本
で
最
初
に
開
設
さ
れ
た
通
信
教
育
部
や
、

平
日
夜
間
と
土
曜
の
昼
間
に
授
業
を
行
う
夜

間
大
学
院
な
ど
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
制
度
を
設
け
る
こ
と

で
、
学
び
直
し
を
望
む
方
へ
の
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
・
生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。

　
近
年
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
必
要
性
と

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
2
0
2
1
年

4
月
に
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
オ
フ
ィ
ス
」
を

新
設
し
、
従
来
の
通
信
教
育
部
は
「
リ
カ
レ

ン
ト
・
通
信
教
育
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
再
編
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進
や
、
よ

り
効
果
的
な
学
び
の
提
供
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

社
会
人
な
ど
学
生
以
外
を
対
象
と
し
た
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
修
了
者
に
は
履
修
証
明
書

（
サ
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
ト
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
①
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
、
②
S
D
G
s 

P
l
u
s 

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
③
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
の
3
講
座
が

開
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
３
講
座
合
わ
せ
て

約
70
人
が
履
修
し
て
い
ま
す
。
各
講
座
の
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
①
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
適
度
な
運
動
、

ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
に
つ
い
て
理
解
し
、
生
涯

健
康
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
3
月
募
集
4

月
開
講
。

　
②
S
D
G
s
の
基
礎
か
ら
関
連
テ
ー
マ
を

幅
広
く
学
び
、
実
務
に
生
か
せ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
6
月
募
集
9
月
開
講
。

　
③
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
興
味

が
あ
る
医
師
、看
護
師
、保
健
師
、薬
剤
師
な

ど
の
医
療
従
事
者
、
介
護
従
事
者
、
病
院
や

介
護
施
設
の
経
営
に
携
わ
る
方
、
こ
れ
ら
の

業
界
で
働
く
こ
と
に
興
味
が
あ
る
方
を
対
象

と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
6
月
募
集
9
月
開
講
。

　
こ
れ
ら
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了

し
た
後
に
、
大
学
院
に
入
学
し
、
さ
ら
に
深

い
学
び
と
研
究
を
継
続
し
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
特
に
②
や
③
で
修
得
し
た
単
位
は
、
関

係
す
る
大
学
院
研
究
科
に
入
学
し
た
場
合
、

単
位
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
今
後
も
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

推
進
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
広
く
多
く
の
方
に
学

ん
で
い
た
だ
け
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
ご

自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

に
向
け
て
、
法
政
大
学
で
の
学
び
直
し
を
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

法政大学 
リカレント教育 オフィス長

Takada Asako
高田 朝子

→教育プログラム

→学びの制度

学ぶ目的に応じて、多彩なメニューを用意しています。

履修証明プログラム

体系的に知識を学びたい

HOSEI 2022.8·9｜10
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１
行
の
文
章
に
も
複
数
の
解
釈	

	

ゼ
ミ
で
培
っ
た
「
考
え
抜
く
」
姿
勢

　
大
学
受
験
で
人
生
初
め
て
の
挫
折
を
味
わ

い
ま
し
た
。「
人
生
は
真
剣
に
立
ち
向
か
わ

な
い
と
失
敗
す
る
」
と
気
付
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
一
浪
し
た
こ
と
も
私
に
と
っ
て
は

意
味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
経
済
学
部
に
入
っ
た
か
ら
に
は
、
学
問
的

な
視
点
で
資
本
主
義
を
学
ん
で
お
き
た
い
と

考
え
、
３
年
次
に
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
研
究

す
る
ゼ
ミ
に
入
り
ま
し
た
。
全
員
で
１
冊
の

本
を
読
み
進
め
、
１
行
の
文
章
を
何
時
間
も

か
け
て
深
掘
り
す
る
。
次
回
に
同
じ
文
章
を

読
む
と
、
ま
た
違
う
解
釈
が
出
て
く
る
。
こ

の
ゼ
ミ
を
通
じ
て
、「
一
つ
の
こ
と
を
考
え

抜
く
」
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し
た
。
今
で
も
、

決
断
が
必
要
な
と
き
は
、
深
く
、
多
方
面
か

ら
考
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

夢
の
あ
る
「
不
確
実
」
な
世
界
に	

	

未
知
の
可
能
性
を
感
じ
て

　
大
学
4
年
の
5
月
に
開
園
間
も
な
い
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
初
め
て
行
き
ま
し
た
。

非
日
常
的
な
世
界
に
驚
き
、
帰
り
際
に
目
に

し
た
夕
日
に
染
ま
る
パ
ー
ク
の
美
し
い
景
色

に
感
動
し
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
で
は
金
融
業
界
を
目
指
し
、
証

券
会
社
か
ら
内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
あ
る
日
、
大
学
の
就
職
セ
ン
タ
ー
で

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
の
求
人
票
を
目
に
し

て
、
考
え
が
一
気
に
変
わ
っ
た
の
で
す
。
あ

る
会
社
の
説
明
会
で
聞
い
た
「
こ
の
不
確
実

な
時
代
に
、
確
実
性
を
求
め
る
こ
と
ほ
ど
不

確
実
な
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
ず
っ

と
心
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。
真
意
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
中
で
は
、
安
定
を

求
め
る
よ
り
も
不
確
実
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
強
く
な
り
、
そ
れ

が
「
夕
日
に
輝
く
別
世
界
の
風
景
」
と
結
び

付
き
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
可
能
性
に
か
け
て

み
た
い
、
そ
の
方
が
自
分
に
向
い
て
い
る
と

感
じ
た
の
で
す
。

　
当
時
は
ま
だ
知
名
度
も
低
く
、「
数
年
で

つ
ぶ
れ
る
の
で
は
」
と
い
う
声
も
あ
っ
て
、

父
に
は
大
反
対
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
姿
に
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
入
社
１
年
目
に
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と

声
を
掛
け
た
ゲ
ス
ト
が
偶
然
、
小
中
学
校
時

代
の
友
人
で
か
ら
か
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
自
分
が
決
め
た
道
を
信

じ
て
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

迷
っ
た
と
き
は
パ
ー
ク
へ	

	
	

答
え
は
現
場
に
あ
る

　
入
社
時
は
明
確
な
目
標
も
こ
れ
と
い
っ
た

ス
キ
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
社
に

成
長
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
の
は
、
二
つ
の
異
動
で
す
。
一
つ

は
現
場
か
ら
経
理
部
門
へ
の
異
動
で
、
稟り

ん
ぎ議

書
が
何
か
も
知
ら
な
い
、
簿
記
の
知
識
も
全

く
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
１
年
ほ
ど
猛
勉
強

を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
実
務
の
ス
キ
ル

が
身
に
付
き
、
パ
ー
ク
運
営
を
経
営
視
点
で

見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
時

の
上
司
が
私
た
ち
若
手
の
生
意
気
な
意
見
に

も
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
方
で
、
自
分
が
管

理
職
に
就
い
て
か
ら
の
お
手
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
パ
ー
ク
外
の
飲
食
施
設
を

企
画
・
運
営
す
る
子
会
社
へ
の
出
向
で
、
大

手
商
社
の
外
食
の
プ
ロ
と
７
年
ほ
ど
仕
事
を

し
て
、
世
の
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
厳
し
さ
と
ス

ピ
ー
ド
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
役
割
分
担
、
粘
り
強
さ
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
の
も
、
こ
の
時
期
で
す
。

　
そ
し
て
私
に
と
っ
て
最
大
の
財
産
と
な
っ

た
の
が
、
入
社
直
後
の
４
年
半
の
現
場
経
験

で
し
た
。
今
で
も
、
自
分
の
考
え
が
机
上
の

空
論
と
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
常
に

パ
ー
ク
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
多
少
迷
い

が
あ
る
と
き
も
、
ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
を
見
て

い
る
と
、「
こ
の
方
向
で
間
違
っ
て
い
な

い
」
と
確
信
を
持
て
る
の
で
す
。
ま
た
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
新
メ
ニ
ュ
ー
な
ら
現
場
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
シ
ェ
フ
の
ア
イ
デ

ア
を
尊
重
す
る
な
ど
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
知

識
や
経
験
を
持
っ
て
い
る
人
に
ど
ん
ど
ん
意

見
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
「
箱
根
駅
伝
」
は
、
法
政
が
ゴ
ー

ル
の
１
キ
ロ
手
前
で
逆
転
し
て
シ
ー
ド
権
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
全
員
が
最
後
ま
で
手
を

抜
か
ず
頑
張
り
続
け
た
証
し
だ
と
思
い
ま
す
。

人
生
は
「
あ
と
一
歩
」
の
積
み
重
ね
で
す
。

ぜ
ひ
、
法
政
で
培
わ
れ
る
粘
り
強
さ
を
生
か

し
て
、
苦
し
い
と
き
こ
そ
「
あ
と
一
歩
」
頑

張
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
失
敗
し
た
と
き
も
、

方
向
を
見
直
し
て
「
あ
と
一
歩
」。
そ
う
い

う
一
歩
一
歩
が
、
チ
ャ
ン
ス
に
手
が
届
く
か

ど
う
か
の
決
め
手
に
な
る
は
ず
で
す
。

G
rad

uate Interview

大学3年生の時に仲間と海に旅行に出かけたときの写真

Yoshida Kenji

1960年神奈川県生ま
れ。1984年経済学部
を卒業後、株式会社オ
リエンタルランド入社。
同社の子会社・株式
会社アールシー・ジャ
パンへの出向を経験し、
経理部長、フード本部
長、第8テーマポート推
進本部長などを歴任。
2021年6月代表取締役
社長兼COOに就任。
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パ
ー
ク
と
会
社
に		

	
	

新
し
い
風
を
吹
か
せ
る

　
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
１
０
０
日
以
上
の

休
園
も
あ
り
、
上
場
後
初
の
赤
字
と
い
う
厳

し
い
状
況
の
中
、
入
社
37
年
目
に
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ラ
ン
ド
の
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
故
事
「
治
に
居
て
乱
を
忘
れ
ず
」
に
な
ぞ

ら
え
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
は
ま
さ
に
乱
世
。
多

く
の
制
限
を
経
験
し
て
、
人
と
人
と
の
関
わ

り
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ
た
今
、
治
世
に

向
け
て
、
守
る
だ
け
で
な
く
、
攻
め
る
意
識

も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
が
運
営
す
る
二
つ

の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
Ⓡ
と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
Ⓡ
の
価
値
は
、

人
と
人
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
体

験
に
あ
り
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
オ
ー
プ
ン

予
定
の
新
エ
リ
ア
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
プ
リ

ン
グ
ス
」
は
、
社
長
就
任
前
か
ら
携
わ
っ
て

き
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
訪
れ
た
ゲ

ス
ト
の
皆
さ
ん
に
今
ま
で
と
は
違
っ
た
新
し

い
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
会
社
に

も
い
い
風
が
吹
く
、
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。

入社後4年半は、パーク内のレストラン
でゲストの対応を担当した（写真は入社
1年目の1984年）

大切なのは、苦しいときの「あと一歩」
その積み重ねが道を開く
株式会社オリエンタルランド 代表取締役社長兼COO

吉田 謙次さん
開園間もない東京ディズニーランドに魅了され、先の見えない中に未知の可能性を感じて、「あの
テーマパークを支える仕事をしたい」とオリエンタルランドに入社した吉田謙次さん。会社を支える
立場になるまでには、どんな時もあきらめない、「あと一歩」の積み重ねがあったと言います。

※撮影時のみマスクを外し、安全に配慮して撮影しています。

このページでは、法政大学憲章の
「自由を生き抜く実践知」を体現している
本学の卒業生を紹介していきます。
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ESSAYESSAY 15学部の教員たちが、研究の世界をエッセー形式でご紹介します。

Fujikura Ryo
1955年生まれ。東京大学理学部化学科卒業。
同大学院修士課程修了。インスブルック大学
博士課程修了（理学博士）。環境庁職員、九州
大学工学部助教授、立命館大学教授を経て、
現職。公益社団法人環境科学会副会長。専
門は環境システム科学、国際環境協力。著書に
『文系のための環境科学入門』（新版、有斐閣、
2016年、共著）、『エコ論争の真贋』（新潮新書、
2011年、単著）、『環境問題の杞憂』（新潮新
書、2006年、単著）など。

よ
り
良
い
移
転
と
は

　私
は
そ
の
人
た
ち
の
生
活
再
建
調
査
に
関
わ
っ

た
こ
と
で
、
住
民
移
転
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
普
通
、
完
成
後
5
年

後
く
ら
い
で
事
後
評
価
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、

ダ
ム
の
場
合
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
移
転
し
た
人
た
ち
は
、
そ
の
後
も

ず
っ
と
住
み
続
け
る
か
ら
で
す
。
移
転
住
民
の

子
ど
も
た
ち
は
今
の
生
活
を
ど
う
考
え
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
移
転
か
ら
20
年
以
上
経
過
し
た
後
に
状

況
を
調
査
す
る
長
期
的
評
価
も
必
要
で
す
。

　私
は
共
同
研
究
者
と
、
ア
ジ
ア
の
ダ
ム
建
設

に
よ
っ
て
移
転
し
た
人
た
ち
の
生
活
再
建
を
研

究
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
対
象
に
し
た
ダ
ム

は
、
日
本
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
加
え
、
ベ
ト
ナ

ム
、
ラ
オ
ス
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ト
ル
コ
の
6
カ

国
に
な
り
ま
し
た
（
右
下
図
）。
こ
れ
ら
の
国

で
は
、
外
国
人
が
住
民
調
査
を
行
う
こ
と
は
原

則
、
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
逮
捕
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
地
の
大
学
の

研
究
者
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
現
地
の
言
葉
で

移
転
住
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
移
転
の
補
償
は
こ
れ
ま
で
現
金

よ
り
土
地
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
実
際
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で
も
な
い
こ

と
や
、
子
ど
も
の
教
育
支
援
を
手
厚
く
し
た
り
、

移
転
先
で
副
業
を
営
む
機
会
が
提
供
で
き
た
り

す
れ
ば
、
移
転
の
満
足
度
は
高
ま
る
こ
と
な
ど

が
分
か
り
、
成
果
を
1
冊
の
英
文
書
に
取
り
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

海
面
上
昇
と
住
民
移
転

　私
が
次
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
海
面
上
昇
で
土
地
が
水
没
し
て
し
ま

う
島
国
で
す
。

　太
平
洋
の
赤
道
近
く
に
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共

和
国
が
あ
り
ま
す
。
人
口
約
6
万
人
と
い
う
小

さ
な
国
で
す
。
こ
の
国
は
サ
ン
ゴ
か
ら
で
き
た

環
礁
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
平
均
海
抜

は
2
メ
ー
ト
ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　地
球
の
平
均
気
温
が
2
度
上
昇
す
れ
ば
、
海

面
が
約
1
メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
上
昇
す
る
と
、
国
土
の
完

全
水
没
に
ま
で
は
至
ら
な
く
て
も
、
生
活
は
難

し
く
な
り
ま
す
。
地
下
水
に
海
水
が
浸
入
す
れ

ば
井
戸
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
し
、
高
潮
の
被

害
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
気
候
変
動
の
兆
候
は

す
で
に
現
れ
て
い
ま
す
。
雨
水
が
重
要
な
生
活

用
水
で
す
が
、
降
水
量
が
減
少
し
て
水
不
足
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
上
写
真
は
高
潮
で
石
棺
が

さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
墓
地
で
す
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
と
米
国

　マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
国
籍
を
持
つ
人

は
国
外
に
も
5
万
人
ほ
ど
い
ま
す
。
米
国
が
最

も
多
く
、
3
万
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
国

は
米
国
と
特
別
な
関
係
に
あ
り
、
マ
ー
シ
ャ
ル

人
は
ビ
ザ
な
し
で
自
由
に
米
国
に
住
み
、
働
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、
な
か
な
か
米
国
社

会
に
溶
け
込
め
な
い
の
が
現
状
で
す
。
同
国
人

同
士
で
一
つ
の
地
域
に
固
ま
っ
て
住
み
、
低
賃

金
の
工
場
労
働
で
収
入
を
得
て
い
る
人
が
多
い

の
で
す
。
英
語
に
不
自
由
す
る
人
も
多
く
、
大

学
進
学
は
難
し
く
、
良
い
職
に
就
く
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
差
別
を
受
け
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
人
た
ち
が
、
ど
の
よ
う

な
動
機
で
国
を
離
れ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
う
し

た
ら
、
米
国
で
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
こ
れ
が
今
の
私
の
テ
ー
マ
で
、

米
国
や
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
研
究
者
と
共
同
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
現
地
訪
問
が
で

き
な
く
な
り
、
協
力
者
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
相

談
で
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
感
染
拡
大
が
収

ま
り
、
共
同
研
究
者
た
ち
と
現
地
調
査
を
再
開

で
き
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
。

高潮で石棺が流されてしまった、マーシャル諸島の首都・マジュロ市の墓地
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土
地
の
水
没
と
住
民
移
転

人
間
環
境
学
部
人
間
環
境
学
科 

教
授

　藤
倉 

良

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ダ
ム
訴
訟
か
ら	

	

住
民
移
転
の
研
究
に

　私
が
住
民
移
転
の
研
究
を
手
掛
け
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト

ラ
島
に
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
に
よ
る
住
民
の
立
ち

の
き
で
す
。

1
9
9
1
年
か
ら
1
9
9
3
年
に
か
け
て
、
私

は
環
境
庁
（
現
在
の
環
境
省
）
職
員
と
し
て
海

外
経
済
協
力
基
金
（
現
在
の
国
際
協
力
機
構
の

一
部
）
に
出
向
し
て
い
ま
し
た
。
海
外
経
済
協

力
基
金
は
、
日
本
の
O
D
A
（
政
府
開
発
援

助
）
の
一
形
態
で
あ
る
円
借
款
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。
円
貨
を
低
利
・
長
期
で
開
発
途
上
国

に
貸
し
付
け
、
そ
れ
で
イ
ン
フ
ラ
を
建
設
し
て

も
ら
う
の
で
す
。
当
時
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
コ
ト

パ
ン
ジ
ャ
ン
ダ
ム
の
建
設
費
用
に
円
借
款
を
充

て
る
契
約
が
ま
と
ま
り
、
建
設
工
事
が
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　開
発
途
上
国
に
と
っ
て
ダ
ム
は
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
で
す
。
農
業
用
水
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。
水
力
発
電
は
慢
性
的
な
電

力
不
足
を
緩
和
し
ま
す
。
し
か
し
、
ダ
ム
は
広

範
囲
の
土
地
を
水
没
さ
せ
ま
す
。
水
没
地
に
住

ん
で
い
る
人
は
、
立
ち
退
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
当
然
、
立
ち
退
き
に
対
す
る
補
償
は
支

払
わ
れ
ま
す
。
代
わ
り
の
土
地
が
提
供
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

コ
ト
パ
ン
ジ
ャ
ン
ダ
ム
の
場
合
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
府
は
通
常
よ
り
手
厚
い
補
償
を
行
い
、

補
償
金
に
加
え
て
移
転
先
に
土
地
と
家
屋
ま
で

用
意
す
る
と
い
う
約
束
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
住
民
が
実
際
に
移
転
し
て
み
る
と
農
地

や
道
路
な
ど
は
未
整
備
の
ま
ま
で
、
住
民
は
生

活
再
建
に
大
変
な
苦
労
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

後
に
政
府
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
約
束
を
果
た
し
、

今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
移
転
し
て
良
か
っ

た
と
考
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

調査対象ダムの位置。コトパンジャン（Koto Panjang）ダムは、インドネシアのスマトラ島（左端）
中央部に位置する
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　病
害
に
よ
り
失
わ
れ
る
植
物
は
食
料
可
能

生
産
量
の
12
%
以
上
、
約
9
億
人
を
養
え
る

量
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
料
供
給
だ
け

で
な
く
、
バ
イ
オ
燃
料
の
推
進
な
ど
を
考
え

て
も
、
植
物
の
病
気
を
予
防
し
、
健
や
か
な

生
育
を
助
け
る
こ
と
は
、
世
界
の
多
く
の
問

題
解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　残
念
な
が
ら
、
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
の
感

染
対
策
は
ま
だ
確
立
し
て
い
ま
せ
ん
。
抗
生

物
質
で
一
定
の
改
善
効
果
が
み
ら
れ
る
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
へ
の
影
響
を

考
え
る
と
食
用
に
は
向
き
ま
せ
ん
。
植
物
自

身
の
感
染
に
対
す
る
抵
抗
力
（
植
物
免
疫
）

を
高
め
る
手
助
け
を
す
る
こ
と
で
、
環
境
に

悪
い
影
響
を
与
え
な
い
治
療
法
を
見
い
だ
そ

う
と
努
め
て
い
ま
す
。

植
物
病
の
研
究
を
通
じ
て	

「
生
命
」
の
根
源
に
迫
る

　細
菌
の
研
究
を
し
て
い
た
父
の
影
響
で
微

生
物
に
興
味
を
持
ち
、
研
究
者
の
道
を
歩
み

始
め
ま
し
た
。

　学
び
始
め
た
当
初
は
、
酒
や
調
味
料
の
製

造
に
欠
か
せ
な
い
酵
母
な
ど
、
人
間
に
役
立

つ
微
生
物
の
研
究
を
し
よ
う
と
農
芸
化
学
を

専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て

植
物
病
理
学
者
で
あ
る
東
京
大
学
の
難
波
成

任
教
授
に
師
事
し
た
こ
と
か
ら
植
物
の
病
気

の
研
究
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ァ
イ
ト

プ
ラ
ズ
マ
に
出
合
っ
た
の
で
す
。

　植
物
の
健
康
を
守
る
に
は
、
感
染
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、
予
防
や
治
療
に
つ
な
が

る
対
処
法
を
導
き
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
は
人
工
的
に
培

養
で
き
ず
、
研
究
を
進
め
る
の
が
難
し
い
微

生
物
で
し
た
。
1
9
6
7
年
に
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
故
・
土
居
養
二
教
授
ら
に
よ
っ
て

存
在
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
、
2
0
0
4
年
に

難
波
教
授
と
共
に
世
界
で
初
め
て
ゲ※
２

ノ
ム
解

読
に
成
功
す
る
ま
で
に
30
年
以
上
の
時
間
が

か
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。

　正
体
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
と
、
フ
ァ
イ

ト
プ
ラ
ズ
マ
は
代
謝
系
遺
伝
子
が
少
な
い
不

可
思
議
な
細
菌
で
し
た
。
自
分
で
は
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
ほ
と
ん
ど
生
み
出
さ
ず
、
宿
主

に
依
存
し
て
生
き
る
「
究
極
の
怠
け
者
」

だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
、
生
物
に
は
不
可

欠
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
要
素
（
A
T
P
合
成

酵
素
）
す
ら
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
生

物
と
し
て
の
常
識
が
覆
さ
れ
る
よ
う
な
生
態

を
目
の
当
た
り
に
し
て
驚
く
と
と
も
に
、

「
生
命
と
は
何
か
」
と
い
う
疑
問
に
一
石
を

投
じ
る
発
見
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

病
気
の
解
明
を
通
じ
て
、
こ
の
疑
問
に
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
活
用
し
て	

	

双
方
向
授
業
を
実
現

　学
科
レ
ベ
ル
で
植
物
の
病
気
を
専
門
的
に

研
究
し
て
い
る
組
織
は
ま
だ
少
な
い
の
で
、

支
援
環
境
を
整
え
て
く
れ
る
法
政
大
学
に
は
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、
応
用
植
物
科
学
科
で
は
研
究
室
や

温
室
を
共
有
で
運
営
し
て
い
る
の
で
、
自
然

と
研
究
室
間
の
壁
の
な
い
交
流
が
図
れ
、
学

科
全
体
で
良
い
刺
激
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
と
な
り
ま
し
た
が
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
の
使

い
勝
手
が
良
か
っ
た
の
か
、
学
生
か
ら
の
質

問
が
急
増
し
た
の
は
予
想
外
の
効
果
で
し
た
。

質
問
に
対
し
て
随
時
答
え
を
返
す
こ
と
で
双

方
向
の
や
り
と
り
が
で
き
、
授
業
が
活
気
づ

い
た
の
で
す
。
良
い
傾
向
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
授
業

を
続
け
、
質
問
だ
け
で
な
く
授
業
の
感
想
な

ど
も
チ
ャ
ッ
ト
経
由
で
受
け
付
け
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　学
問
の
世
界
は
、
数
多
く
の
研
究
者
が
知

恵
を
持
ち
寄
り
育
て
た
ベ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
、

今
が
あ
り
ま
す
。
先
人
た
ち
が
積
み
重
ね
て

き
た
知
識
の
支
え
は
、
ま
さ
し
く
「
実
践

知
」
で
す
。
将
来
の
役
に
立
つ
こ
と
を
願
い

な
が
ら
、
学
生
へ
社
会
へ
と
継
承
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Oshima Kenro

1969年東京都生まれ。東京大学農学
部農芸化学科卒業、同大学院農学生
命科学研究科博士後期課程修了。博
士（農学）。生物系特定産業技術研
究推進機構派遣研究員、日本学術振
興会特別研究員、東京大学大学院農
学生命科学研究科アグリバイオイン
フォマティクス特任助手、東京大学
大学院農学生命科学研究科生産環境
生物学専攻特任助教、同准教授を経
て、2014年に本学生命科学部応用植
物科学科教授に着任。現在に至る。
日本植物病理学会評議員、日本マイ
コプラズマ学会理事を務める。

※2 ゲノム　生物の細胞内にあるDNA（デオキシリボ核酸）配列で示された、遺伝情報全体を示す言葉。

生命の仕組みを探り
植物を病気から守る

葉化病で緑色になったアジサイ（右）。現状は治療
法がなく、昆虫が媒介して感染を広げる可能性が
あるので伐採処分するしかない

植物の師管に感染するファイトプラズマを電子顕
微鏡で観察した写真。小さな粒子一つ一つがファ
イトプラズマの細胞

植物と学生を見る目が優しい大島教授。研究室で
はコミュニケーションを大切にして、一人一人に目
を配りながら指導している
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ユ
ニ
ー
ク
な
病
気
を
引
き
お
こ
す	

	

フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
を
研
究

　植
物
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
植
物
の
病

気
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　植
物
に
感
染
す
る
病
原
体
は
、
カ
ビ
な
ど

の
菌
類
、
細
菌
（
バ
ク
テ
リ
ア
）、
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
多
様
な
微
生
物
で
す
。
そ
の
中
で

私
が
特
に
着
目
し
て
い
る
の
が
「
フ
ァ
イ
ト

プ
ラ
ズ
マ
」
と
い
う
細
菌
で
す
。

　フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
は
植
物
の
細
胞
内
に

寄
生
し
て
性
質
を
変
化
さ
せ
、
正
常
な
生
育

を
妨
げ
ま
す
。
感
染
す
る
植
物
の
種
類
に

よ
っ
て
症
状
は
異
な
り
、
ア
ジ
サ
イ
が
発
症

す
る
「
ア
ジ
サ
イ
葉
化
病
」
で
は
、
花
が
葉

の
よ
う
な
緑
色
に
な
っ
た
り
、
花
芯
か
ら
芽

が
突
き
抜
け
る
な
ど
の
病※
１

徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

　最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
例
が
、
ク
リ
ス
マ
ス

シ
ー
ズ
ン
に
見
か
け
る
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
で

し
ょ
う
。
赤
い
花
が
密
集
し
た
小
ぶ
り
な
観

葉
植
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来

は
数
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
ま
で
育
つ
樹
木
で

す
。
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ
ズ
マ
の
感
染
に
よ
り
、

茎
や
枝
が
密
生
す
る
「
て
ん
ぐ
巣
病
」
が
発

症
し
、
姿
が
変
化
し
た
の
で
す
。

　た
だ
、
こ
の
よ
う
に
植
物
の
付
加
価
値
を

高
め
る
感
染
例
は
ま
れ
で
、
フ
ァ
イ
ト
プ
ラ

ズ
マ
に
感
染
し
た
植
物
の
多
く
は
著
し
く
萎

縮
し
た
り
、
実
が
育
た
な
い
な
ど
の
病
徴
が

出
る
こ
と
か
ら
、
世
界
中
で
深
刻
な
農
業
被

害
を
広
げ
て
い
ま
す
。

生命科学部応用植物科学科 教授 　大島 研郎

植物の成長を妨げる病原菌ファイトプラズマの研究に取り組む大島研郎教授。
食料問題やエネルギー問題に連なる未来を見据え、植物を病気から守ろうと尽力しています。

※2 ゲノム　生物の細胞内にあるDNA（デオキシリボ核酸）配列で示された、遺伝情報全体を示す言葉。 ※1 微生物の寄生によって植物が病気にかかり、局部あるいは全身に異常を生じること。
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より良い社会のためにいまいる場所から考える
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クラブ・サークル

小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
の
車
好
き
が
集

う
自
動
車
研
究
会
。サ
ー
ク
ル
所

有
の
中
古
車
を
研
究
対
象
に
、自
動
車
の

性
能
を
分
析
し
、部
室
棟
ガ
レ
ー
ジ
で
部

品
の
整
備
や
改
造
、パ
ー
ツ
交
換
な
ど
の

技
術
力
を
磨
い
て
い
ま
す
。

 

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、皆
で
集
ま

っ
て
作
業
を
す
る
ガ
レ
ー
ジ
の
利
用
が
制

限
さ
れ
て
い
た
た
め
、2
0
2
0
年
度
、

2
0
2
1
年
度
は
活
動
を
縮
小
。サ
ー
ク

ル
全
体
で
の
活
動
は
控
え
て
、個
々
に
整

備
作
業
を
し
た
り
、S
N
S
（
交
流
サ
イ

ト
）で
情
報
を
交
換
す
る
な
ど
、個
人
的
な

活
動
が
主
と
な
り
ま
し
た
。

「
先
輩
た
ち
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
」と
語
る
の
は
岡
本
さ
ん
。「
個
人

的
に
ド
ラ
イ
ブ
に
誘
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

日
常
的
な
課
題
や
定
期
テ
ス
ト
、研
究
室

選
び
や
就
職
活
動
ま
で
詳
し
く
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
く
れ
て
、心
強
か
っ
た
で
す
。交

流
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、大
学
生
活
の
魅

力
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」と
頼
も
し

い
背
中
の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
す
。

「
他
大
学
が
開
催
し
て
い
た
走
行
会
イ
ベ

ン
ト
に
有
志
で
参
加
し
、筑
波
サ
ー
キ
ッ

ト
で
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
に
挑
戦
し
た
こ

と
が
印
象
深
い
で
す
」と
語
る
の
は
町
田

さ
ん
。「
公
道
で
は
出
せ
な
い
ス
ピ
ー
ド
を

体
感
で
き
た
の
も
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ら
で
は

の
経
験
で
し
た
。車
を
い
じ
る
だ
け
で
な

く
、走
り
を
楽
し
み
た
い
部
員
も
い
る
の

で
、コ
ロ
ナ
の
様
子
を
見
な
が
ら
、機
会
を

設
け
て
い
き
た
い
で
す
」と
、こ
れ
か
ら
の

活
動
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
前
は
、合
宿
期
間
を
利
用
し
て

自
動
車
の
パ
ー
ツ
の
構
造
や
性
能
を
分
析

し
、考
察
す
る
研
究
活
動
も
実
施
。例
え
ば
、

走
行
時
に
空
気
の
流
れ
を
整
え
て
く
れ
る

リ
ア
ス
ポ
イ
ラ
ー（
車
体
後
部
に
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
突
起
の
よ
う
な
パ
ー
ツ
）の

重
要
性
を
考
察
し
た
り
、車
用
シ
ー
ト
を

試
作
し
て
、乗
り
心
地
や
性
能
の
変
化
な

ど
を
確
か
め
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

考
察
結
果
は
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、

大
学
祭
で
ブ
ー
ス
開
催
さ
れ
る
「
工
学

展
」や
、複
数
大
学
の
理
工
学
系
サ
ー
ク
ル

が
例
年
12
月
に
合
同
開
催
す
る
「
理
科
サ

ー
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
（
理
科
フ
ェ
ス
）」な
ど

で
展
示
し
、知
識
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
は
3
年
ぶ
り
に
合
宿
を
再

開
で
き
る
見
込
み
な
の
で
、新
た
な
研
究

活
動
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

「
車
の
知
識
や
技
術
に
興
味
の
あ
る
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、卒
業
生
も

含
め
た
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、お
互
い
が
高
め
合
え
る
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
語
る
の

は
代
表
の
矢
萩
さ
ん
。「
新
入
部
員
の
中
に

は
免
許
や
車
を
所
有
し
て
い
な
い
メ
ン
バ

ー
も
い
る
の
で
、み
ん
な
で
楽
し
め
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、レ
ー
シ
ン
グ
カ

ー
ト
の
走
行
会
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま

す
」と
、本
格
的
な
活
動
再
開
に
向
け
て
、

エ
ン
ジ
ン
を
温
め
て
い
ま
す
。

MY  CAMPUS, MY  LIFE

大学での活動を通し、仲間と共に成長する学生たちを紹介します。

自
分
は
何
を
信
じ
る
の
か
、総
合
的
に
判

断
す
る
力
が
養
え
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
、成
長
の
実
感
を
語
り
ま
す
。

　
七
つ
の
大
罪
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
映
画

『
セ
ブ
ン
』を
通
じ
て
、「
都
会
の
無
関
心
」

に
着
目
し
た
の
は
渡
辺
さ
ん
。「
無
関
心
で

い
る
こ
と
を
、皆
は
ど
う
感
じ
る
の
か
、そ

れ
は
罪
な
の
か
。映
画
を
介
し
た
問
い
か

け
に
、十
人
十
色
の
答
え
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
、こ
の
ゼ
ミ
の
面
白
さ
だ
と

思
い
ま
す
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、対
面
授
業
が
制
限
さ
れ

て
い
た
時
は
、あ
ら
か
じ
め
各
自
で
作
品

を
視
聴
し
て
か
ら
、ビ
デ
オ
会
議
ツ
ー
ル

を
利
用
し
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。「
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
は
あ
り
ま

し
た
が
、対
面
の
授
業
の
時
よ
り
も
時
間

に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、濃
密
な
話
し
合

い
が
で
き
ま
し
た
」と
語
る
の
は
古
澤
さ

ん
。「
意
見
を
伝
え
る
努
力
を
す
る
中
で
、

自
分
の
思
い
や
感
情
を
言
語
化
し
て
い
く

能
力
を
培
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
」と
、自
身
の
成
長
を
喜
び
ま
す
。

「
ど
ん
な
意
見
で
も
肯
定
的
に
受
け
止
め

て
も
ら
え
る
の
で
、人
前
で
話
す
こ
と
へ

の
苦
手
意
識
が
な
く
な
り
ま
し
た
」と
語

る
の
は
、佐
藤
さ
ん
。「
ゼ
ミ
で
は
、議
論
の

最
中
も
、お
互
い
を
尊
重
し
合
っ
て
い
ま

す
。そ
の
雰
囲
気
を
守
り
な
が
ら
、何
で
も

言
え
る
よ
う
な
関
係
性
を
築
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」と
、ゼ
ミ
の
未
来
に
期
待

を
寄
せ
ま
す
。

作業場であるガレージにて。今は2年分の空白期間を埋
めるように、サークル所有車（マツダ・ロードスター）の
整備に手をかけている（撮影時のみマスクを外しています）

筑波サーキットでの走行会では、それぞれが自分や家
族が所有する自動車を持ち寄って参加。中にはサーク
ル内で代々受け継がれている車も

サークルで所有している車両整備用の工具類。自作
パーツの取り付けなどもできるほど、充実している

自動車研究会

研究車両で実践的に
整備技術を磨き、
車の魅力を探究

上段左から、矢萩太輝さん（創生科学科3年／代表）、町田一馬さん（電気電子工学科2年）、
下段、岡本陽嗣さん（機械工学科2年） ※全員、理工学部

※今回はオンラインで取材しています
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ゼミナール・研究室

大学での活動を通し、仲間と共に成長する学生たちを紹介します。

映
画
を
題
材
と
し
て
、差
別
や
格
差
、戦

争
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
向
き

合
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
思
考
力

を
鍛
え
て
い
る
佐
藤
千
登
勢
教
授
ゼ
ミ
。「
学

生
の
能
動
的
な
力
に
期
待
し
て
、
見
守
っ
て

い
ま
す
」と
佐
藤
教
授
が
語
る
よ
う
に
、活
動

の
主
体
は
学
生
で
す
。

　
学
生
が
自
発
的
に
行
う
サ
ブ
ゼ
ミ
も
活

用
し
て
、佐
藤
教
授
や
学
生
が
推
薦
す
る
作

品
を
視
聴
し
、映
画
に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、内
在
す
る

問
題
を
話
し
合
い
ま
す
。授
業
後
は
展
開

さ
れ
た
議
論
を
要
約
し
た
り
、全
員
が
提

出
す
る「
映
画
鑑
賞
記
録
」か
ら
注
目
見
解

を
選
び
出
し
た
り
し
て
共
有
。そ
う
し
て

思
考
を
言
語
化
す
る
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
バ
ッ
ト
マ
ン
の
敵
役
で
あ
る
ジ
ョ
ー
カ

ー
の
誕
生
秘
話
を
描
い
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映

画『
ジ
ョ
ー
カ
ー
』を
推
薦
し
た
の
は
、ゼ

ミ
長
の
三
瓶
さ
ん
。「
社
会
的
な
格
差
や
貧

困
の
中
で
、弱
者
か
ら
悪
の
カ
リ
ス
マ
に

な
る
ま
で
が
描
か
れ
て
い
て
、正
常
と
狂

気
の
境
界
、善
と
悪
の
判
断
に
つ
い
て
、幅

広
い
意
見
が
聞
け
る
と
思
い
ま
し
た
」と
、

議
論
の
種
を
投
げ
か
け
ま
す
。

　
夢
に
入
り
込
ん
で
、潜
在
意
識
に
ア
イ

デ
ア
を
植
え
付
け
る
と
い
う
、S
F
を
題

材
に
し
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画『
イ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
』を
選
ん
だ
の
は
宮
内
さ
ん
。「
人

間
の
内
面
の
話
だ
け
に
、興
味
深
い
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。幅
広
い
意
見
を
受

け
取
る
こ
と
で
多
角
的
に
視
野
が
広
が
り
、

MY  CAMPUS, MY  LIFE

自
分
は
何
を
信
じ
る
の
か
、総
合
的
に
判

断
す
る
力
が
養
え
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
、成
長
の
実
感
を
語
り
ま
す
。

　
七
つ
の
大
罪
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
映
画

『
セ
ブ
ン
』を
通
じ
て
、「
都
会
の
無
関
心
」

に
着
目
し
た
の
は
渡
辺
さ
ん
。「
無
関
心
で

い
る
こ
と
を
、皆
は
ど
う
感
じ
る
の
か
、そ

れ
は
罪
な
の
か
。映
画
を
介
し
た
問
い
か

け
に
、十
人
十
色
の
答
え
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
、こ
の
ゼ
ミ
の
面
白
さ
だ
と

思
い
ま
す
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、対
面
授
業
が
制
限
さ
れ

て
い
た
時
は
、あ
ら
か
じ
め
各
自
で
作
品

を
視
聴
し
て
か
ら
、ビ
デ
オ
会
議
ツ
ー
ル

を
利
用
し
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
。「
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
は
あ
り
ま

し
た
が
、対
面
の
授
業
の
時
よ
り
も
時
間

に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、濃
密
な
話
し
合

い
が
で
き
ま
し
た
」と
語
る
の
は
古
澤
さ

ん
。「
意
見
を
伝
え
る
努
力
を
す
る
中
で
、

自
分
の
思
い
や
感
情
を
言
語
化
し
て
い
く

能
力
を
培
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
」と
、自
身
の
成
長
を
喜
び
ま
す
。

「
ど
ん
な
意
見
で
も
肯
定
的
に
受
け
止
め

て
も
ら
え
る
の
で
、人
前
で
話
す
こ
と
へ

の
苦
手
意
識
が
な
く
な
り
ま
し
た
」と
語

る
の
は
、佐
藤
さ
ん
。「
ゼ
ミ
で
は
、議
論
の

最
中
も
、お
互
い
を
尊
重
し
合
っ
て
い
ま

す
。そ
の
雰
囲
気
を
守
り
な
が
ら
、何
で
も

言
え
る
よ
う
な
関
係
性
を
築
い
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」と
、ゼ
ミ
の
未
来
に
期
待

を
寄
せ
ま
す
。

推薦者が勧める映画を全員で鑑賞した後、映画内で
提起された問題をテーマに、グループに分かれてディス
カッションを進めていく

2022年度のゼミ生。コロナの沈静化を願いつつ、時
間の制約なしでしっかりと議論できる合宿などの課外イ
ベントも計画中

2022年3月、年度末の懇親会を開催。ロシアやウクラ
イナ料理を堪能しながら思い出を振り返り、2021年度
の卒業生を送り出した（撮影時のみマスクを外しています）

国際文化学部国際文化学科 佐藤千登勢教授ゼミ

映画を題材に
多彩な意見を交換
思考力を鍛える

上段左から、佐藤千登勢教授、三瓶潤さん（ゼミ長）、佐藤彩夏さん（ゼミ長）、
下段左から、渡辺遥斗さん、古澤咲良さん、宮内智也さん　＊全員、国際文化学部国際文化学科4年

※今回はオンラインで取材しています
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大学有数の歴史と実力を誇る、法政大学体育会。
そんな伝統ある40体育会が日々 活動しているワンシーンを、迫力あるカラーグラビアで紹介します。

重量挙部は、創部70年を誇る伝統ある部です。16人の部員は、全日本大学
対抗ウエイトリフティング選手権大会で団体優勝することを目標に掲げ、市
ケ谷総合体育館地下1階の重量挙道場で、日々練習に取り組んでいます。
2021年度に開催された「第67回全日本大学対抗ウエイトリフティング選手権
大会（Ⅰ部）」では、個人戦の102kg級、＋109kg級（大会新記録）で優勝する
など、チーム一丸となって全力で取り組んだ結果、9年ぶりに団体優勝をつか
み取り、大学日本一に輝くことができました。大会連覇できるよう2022年度も
練習に励んでいきます。応援よろしくお願いします。

撮影場所：市ケ谷総合体育館
撮　　影：田中伸弥
集合写真：重量挙部提供

重量挙部
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　三
つ
上
の
兄
が
野
球
を
し
て
い
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
幼
い
頃
か
ら
野
球
が
身

近
に
あ
り
、
高
校
、
大
学
と
野
球
部
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
、
も
う
す
ぐ
7
年
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
高
校
は
法
政
大

学
の
付
属
校
で
、
学
校
行
事
の
六
大
学
野

球
応
援
で
、「
東
京
六
大
学
野
球
」
の
規

模
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
記
憶
が
今
で

も
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
か
ら

今
日
ま
で
ひ
た
む
き
に
突
っ
走
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
振
り
返
る
と
多
く
の
試
練
が

あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
も
特
に
大
き
く
感
じ
た
の
は

「
性
別
の
差
」
で
す
。
創
部
1
0
7
年
を

越
え
る
伝
統
の
あ
る
法
政
大
学
野
球
部
で

す
が
、
女
性
が
「
主
務
」
と
い
う
統
括
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
務
め
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
自
身
、
組
織
力
を
強

化
す
る
た
め
に
は
、
男
女
差
を
解
決
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
、
自
ら
声
を
上
げ
、

組
織
改
革
に
努
め
ま
し
た
。
そ
し
て
今
日
、

主
務
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
は
私
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
で
あ
り
、
今
後
の
野

球
部
に
少
し
で
も
何
か
を
残
す
こ
と
が
で

き
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　主
務
に
な
っ
た
今
は
「
日
本
一
に
ふ
さ

わ
し
い
チ
ー
ム
と
は
何
か
」
を
日
々
考
え
、

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
何
事
に
も
前

向
き
な
考
え
方
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
以

前
、
先
輩
か
ら
「
野
球
を
経
験
し
て
い
な

い
私
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
視
点
が
あ
る
」

と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
今
ま
で
は
野
球
を
経
験
し
て
い
な
い

こ
と
に
引
け
目
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
自
分

の
考
え
方
の
幅
が
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

も
多
く
、
悔
し
い
思
い
が
絶
え
な
い
毎
日

で
す
が
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
を
笑
っ
て
終

え
ら
れ
る
よ
う
、
今
は
必
死
に
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
、
執
筆
を
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
く
に
あ
た
り
、
こ
の
野
球
部
で
の
経
験

を
通
し
て
、
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
と
き
に
は
、
必
ず

困
難
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
反

対
意
見
や
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
ど
う

し
て
も
覆
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
切
な
の
は
「
今
の
自
分
に
正

直
に
行
動
す
る
こ
と
」
だ
と
こ
の
4
年
間

で
確
信
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
自
由

と
進
歩
」
の
法
政
大
学
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

れ
が
か
な
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。
私
は
あ
と
半
年

ほ
ど
で
引
退
を
迎
え
ま
す
が
、
後
輩
た
ち

に
は
絶
え
ず
野
球
部
を
進
化
さ
せ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
法
政

大
学
、
法
政
大
学
体
育
会
、
そ
し
て
野
球

部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

体育会野球部 主務
経営学部経営戦略学科4年
Miyamoto Kotomi

宮本 ことみさん

大きく成長させてくれた場所Message

「自由を生き抜く実践知」を
体現している

学生の声を届けます。
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後援会総会で2022年度の事業計画や役員が決定しました

2 0 2 2 年 度 後 援 会 運 営について

後援会総会と
電子表決の結果

　後援会ウェブサイト上で2022年度後援会総
会の電子表決を行いました。全ての議案におい
て、行使された議決権の賛成が半数を上回り、
6月4日付けにて可決・承認されました。総会資
料は後援会ウェブサイトに掲載しています。
※ 電子表決が行われない場合は、議長に一任として取り

扱いといたしました

2022年度 支部総会・父母懇談会開催中

2022 年度 後援会役員

　2022年度の後援会役員が決定しました。

https://www.hosei-koenkai.org/
branch/shutoken/-2022.html

　2022年度の支部総会・父母懇談会は開催形式を「支部単独自主開催」
と初の試みである「地域ブロック開催」とし、どちらの形式で開催する
か各支部において選択していただきました。
　現在、地域ブロックは北海道ブロック・東北ブロック・関東ブロック・
中部ブロック・中国ブロック・四国ブロック・九州ブロック・沖縄ブロッ
クにて開催が決定しております。参加者数の減少や支部の皆さまへの
準備負担を少しでも軽減するために企画いたしましたが、現在のところ、
参加支部役員の皆さまには大変好評を頂いております。なお、地域ブロッ
ク開催の皆さまには支部ごとにウェブサイトにて電子表決を行います。

会 長 鯨岡 光男
副 会 長 浅見 佐亨　 市瀬 恵美子　 滝沢 かおり 松﨑 浩司
総 務 小出 由起子 小林 こずえ 白鳥 高 和佐原 征一郎

渡邉 千恵 地頭江 正美 豊田 稔子
常 任 幹 事

4年 石原 康弘 井上 宏 島村 孝子 添田 一恵 長谷川 裕美子 細井 圭一
3年 荒田 栄作 喜多 紀州 小泉 千恵 中島 順子 萩原 順子 間瀬 頼彦
2年 渋谷 美由紀 下村 利恵 本田 美輝 昌山 友美子 丸塚 久美 山﨑 雅彦

幹 事
4年 岩佐 大秀 蛯原 典子 小中 道子 杉山 美佐和 玉井 裕子 仲間 ルリ子

中村 章子 畑島 久美子 柵木 久美子 松尾 奈穂子
3年 新井 健一 石田 勝行 稲木 裕加里 岩田 敏一 尾島 淳 管野 一郎

桑原 宏隆 坂本 隆 笹林 真弓 清水 真美子 米元 麻枝
2年 赤塚 真紀子 石塚 好明 太田 ヒカル 岡島 健 香川 敬三 木田橋 あすか

草ヶ谷 誠一 坂井 英美子 竹久 久美子 中西 良尚 林 弘行 藤﨑 隆弘
森山 加世子　 吉岡 健

1年 井崎 美妃 石原 修二 泉浦 絵美 荻野 賢司 長田 信春 鎌田 祐子
菅野 美穂 郡司 貴志 幸山 美佐子 佐伯 康子 齋藤 理香 櫻井 俊明
佐々木 英世 志満 光史 清水 泰樹 須永 幸代 長谷川 万由美 増田 正博
森川 洋 山上 晃央 山川 隆治 山口 恵美

監 査 廣島 映一 吉川 信宏
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「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

（本誌2022年6・7月号に既掲載の情報です）

　後援会会員（保証人）向けに、<事前申込・
定員制>の大学職員による個別相談をオンラ
イン（Zoom）・電話で実施します。9・10月は、キャ
リア形成（就職活動）に関する個別相談です。
下記アドレスより「2022年度キャリア形成に関
する個別相談事前申込フォーム」にアクセスし
て、お申し込みください。

キャリア形成（就職活動）
に関する個別相談

※締切日厳守でお願いいたします

対　象 学部3年生以上の後援会会員

相談日 9月24日（土）9：00～12：00
10月1日（土）9：00～12：00

申込締切日 9月4日（日）

https://forms.gle/tACpdBPGRX8qZRvV6

個別相談・父母懇談会のご案内

首都圏父母懇談会

■ 市ケ谷キャンパス　10月2日（日）
法学部、文学部、経営学部、国際文化学部、
人間環境学部、キャリアデザイン学部、デザイ
ン工学部、GIS（グローバル教養学部）の父母・
保証人対象
■ 小金井キャンパス　10月9日（日）
情報科学部、理工学部、生命科学部の父母・
保証人対象
■ 多摩キャンパス　10月15日（土）
経済学部、社会学部、現代福祉学部、スポー
ツ健康学部の父母・保証人対象

【首都圏会員の皆さま】
東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県に在住

の父母・保証人の皆さまには、9月1日（予定）よ
りキャンパスごとに順次、案内状を発送しま
す。案内状をご確認の上、お申し込みください。

【支部会員の皆さま】
　首都圏会員以外の父母・保証人の皆さま
も、お子さまが所属する学部のキャンパスの
父母懇談会にオンライン（Zoom）でご参加い
ただけます（一部プログラムを除く）。9月にご
案内予定の、下記後援会ウェブサイトの「首
都圏父母懇談会 支部会員申し込みサイト」
からお申し込みください。
※ 首都圏会員の皆さまは、ウェブサイトからのお申し込み

はできません。

https://www.hosei-koenkai.org/

　父母懇談会では例年、「就職状況」などに
関してキャリアセンター職員に説明いただく
プログラムを実施しています。毎回好評のこ
のプログラムを、昨年度に続き、今年度もオ
ンラインにて公開しています。後援会ウェブ
サイトの会員限定特設ページにアクセスして、
ご覧ください。資料の閲覧・動画の視聴には、
下記のIDとパスワードの入力が必要です。

就職状況の説明
オンライン公開

https://www.hosei-koenkai.org/
members　
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5
月
21
日（
土
）、市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階「
A
会

議
室
」に
て
、2
0
2
2
年
度
後
援
会
首
都

圏
本
部「
新
幹
事
予
定
者
説
明
会
」を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン（
Zoom
）形
式
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
対
面
形
式
で
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。実
際
に
顔
を

合
わ
せ
る
と
、
説
明
内
容
が
伝
わ
り
や
す

く
、
ま
た
新
幹
事
予
定
者
同
士
で
意
見
交

換
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
後
援
会

活
動
に
お
け
る
連
携
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
役
員
の
紹
介
後
、
後
援

会
組
織
と
運
営
、幹
事
の
役
割
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
事
業
計
画
と
予
算
案
、
後
援
会
行

事
予
定
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
卒
業
生
・
後
援
会
連
携
室
か
ら

は
法
政
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

（
H
S
C
）に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
だ
き
、

以
前
の
よ
う
な
応
援
は
で
き
て
い
な
い
も

の
の
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
ス
ク
を
着
け
て

「
春
の
東
京
六
大
学
野
球
」を
観
戦
し
た

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
頑
張
っ
て
い
る
学
生
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
と

小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
富
士
見
ゲ
ー

ト
、
外
濠
校
舎
、
大
内
山
校
舎
な
ど
を
回

り
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
移
動
が
で
き

る
、き
れ
い
で
開
放
的
な
校
舎
に
感
動
し

ま
し
た
。後
援
会
が
寄
贈
し
た
消
毒
液
ス

タ
ン
ド
も
設
置
さ
れ
、役
に
立
っ
て
い
る

の
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、3
学
部
の

施
設
・
研
究
室
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、

研
究
内
容
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。参
加

し
た
皆
さ
ん
は
、興
味
深
い
お
話
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
長
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
で
大
学
、後
援
会
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
の
開
催
に
当
た

り
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
教
職
員
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

小金井キャンパス西館の1F 情報科
学部図書室前のエントランスロビー

市ケ谷キャンパス富士見ゲート
の購買書籍部（生協）前

〒 102-0073
東京都千代田区九段北 3-2-3　法政大学九段校舎 4F
TEL：03-3264-9350
FAX：03-3264-9367
E-mail：koenkai@hosei.ac.jp

後援会ウェブサイト
https://www.hosei-koenkai.org/

法政大学後援会事務局

後援会副会長

市瀬 恵美子（駿介／生命科学部）
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6
月
11
日（
土
）、
福
岡
市
の
キ
ャ
ナ
ル
シ

テ
ィ
博
多
貸
会
議
室
で
新
入
生
父
母
の
集
い

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
福
岡
県
校
友
会
の
中
村
勇
治
さ
ん
か
ら
は
、

Ｕ
タ
ー
ン
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
模
索
中

で
あ
り
、校
友
会
と
後
援
会
の
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
か
ら
は
、経
済
学
部
事
務
課
の
鎌
田
太

郎
課
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、「
大
学
は
自
ら

問
題
を
見
つ
け
、自
分
な
り
に
答
え
を
導
き
出

す
能
力
を
身
に
付
け
る
所
。実
志
願
者
数
第
1

位
の
、素
晴
ら
し
い
歴
史
あ
る
大
学
で
学
ん
で

い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
く
だ
さ
い
」と
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
集
ま
る
機
会
の
な
か
っ
た
2
、3
年
生
父
母

も
交
え
て
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、ど
の

テ
ー
ブ
ル
で
も
笑
顔
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
3
年
ぶ
り
の
会
場
開
催
に

加
え
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
と
あ
っ
て
、役
員
一
同
手
探

り
の
状
態
で
し
た
が
、後
援
会

事
務
局
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
の

お
か
げ
で
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
6
月
5
日（
日
）、山
口
市
の
セ

ン
ト
コ
ア
山
口
に
て
14
人（
会

場
参
加
9
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
5
人
）で
新
入
生
父
母
の
集

い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
河
野
慎
平
さ
ん
に

よ
る
、
大
学
生
活
を
よ
り
有
意

義
に
す
る
各
種
活
動
の
プ
レ

ゼ
ン
は
、保
護
者
に
と
っ
て
大

変
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

G
I
S
担
当
の
星
野
美
寿
々

主
任
か
ら
は
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
お
け
る
学
業
体
制
、学
生
が
留
意
す
べ
き
事

項
な
ど
を
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、そ
の
後

の
質
疑
応
答
も
含
め
て
、直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
れ
た
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
、遠
慮
な
く
意
見
交
換
の
で
き
る
支
部
で

す
ね
」と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
、
山
口
県
支
部

の
絆
を
確
実
に
つ
な
げ
ら
れ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
大
学
、
後
援
会
本
部
、
他
県
の
支
部
の
皆
さ

ま
方
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
支
部
活
動
を

進
め
て
い
く
所
存
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

山口県支部長

岡村 幹夫（柊希／経営学部）

福岡県支部長

吉元 真由美（健悟／情報科学部）

※（　　）内は子どもの名前／学部 HOSEI 2022.8·9｜24
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校友会だより
一般社団法人法政大学校友会（以下、校友会）は、「法政ネットワーク」強化を目的に、校友会憲章に謳っている
「価値の創生・共創」を基本理念に、大学、後援会と手を携えて三位一体で諸事業を推進してまいります。

校
友
会
新
会
長
挨
拶  

竹
中
宣
雄

6
月
25
日
の
定
時
総
会
に
て
、校
友
会
の
会
長
に
竹
中
宣
雄
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
校
友
会
の
取
り
組
み
に
つい
て
、竹
中
新
会
長
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　こ
の
度
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
法
政
大
学
校
友

会
の
会
長
に
就
任
し
、
責
任
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、
校
友
会
の
三
大
イ
ベ
ン

ト
や
パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
の
活
動
が
中
止
や
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
校
友
会
で
は
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
全
て
の
校
友
が
つ
な
が
る
」
の
下
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　2
0
2
1
年
4
月
に
「
校
友
会
公
式
ア
プ
リ
」

を
導
入
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
最
新
情
報
の

閲
覧
や
電
子
会
員
証
の
表
示
、
各
種
手
続
き
な

ど
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

2
0
2
2
年
1
月
に
は
、
会
員
向
け
優
待
サ
ー

ビ
ス
「
校
友
会
ク
ラ
ブ
オ
フ
」
の
提
供
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
国
内
外
20
万
以
上
の
施
設
で

優
待
・
割
引
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
多

く
の
会
員
に
ご
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　今
後
は
、
左
記
二
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

❶
学
生
に
対
す
る
支
援
の
強
化

［
校
友
会
が
持
つ
リ
ソ
ー
ス
の
展
開
］

　校
友
会
に
は
、
大
学
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
や
経

験
を
生
か
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
会
員

が
大
勢
い
ま
す
。
こ
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
、

第
一
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
実
績
・
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
生
支
援
に
役
立
て
よ
う
と
模
索
中
で
す
。

　あ
る
高
校
の
元
校
長
が
著
書
の
中
で
、「
先

輩
の
実
績
は
後
輩
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
後
輩
の

実
績
は
先
輩
の
ス
テ
ー
タ
ス
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
学
生
時
代
に
先
輩
か
ら
伝
え
て
も
ら
っ
た

ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
学
生
が
社
会
に
出
て

か
ら
必
ず
役
立
つ
は
ず
で
す
。

［
継
続
的
な
募
金
事
業
の
実
施
］

　校
友
会
で
は
、
大
学
・
学
生
へ
の
支
援
を
目

的
に
、
卒
業
生
に
寄
付
の
ご
協
力
を
広
く
呼
び

掛
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し

む
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、
2
0
2
0
年
度
に

は
校
友
会
か
ら
大
学
に
3
0
0
0
万
円
の
寄
付

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
募
金
事
業
を
通
じ
て
、

学
生
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❷
校
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

　2
0
1
4
年
の
一
般
社
団
法
人
化
に
伴
い
、

2
0
1
3
年
度
以
降
の
卒
業
生
は
、
卒
業
と
同

時
に
校
友
会
に
入
会
す
る
仕
組
み
と
な
り
、
20

代
の
青
年
層
会
員
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　一
方
で
、
2
0
1
2
年
度
以
前
の
卒
業
生
は

任
意
の
加
入
で
あ
る
た
め
、
30
〜
50
代
の
現
役

層
会
員
の
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
こ

の
年
代
は
、
男
性
会
員
に
比
べ
て
女
性
会
員
が

少
な
い
こ
と
も
課
題
の
一
つ
で
す
。
校
友
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
向
け
て
、
現
役
層
と
女
性

会
員
の
増
強
に
努
め
ま
す
。

　引
き
続
き
大
学
・
後
援
会
と
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
校
友
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一般社団法人 法政大学校友会事務局　Tel 03-3264-1831　Eメール info@hoseinet.or.jp　ウェブサイト https://hoseinet.or.jp/

校友会公式アプリの
ダウンロードはこちらから

法政大学校友会会長 竹中 宣雄
1972年社会学部卒業、ミサワホーム株式
会社入社。2008年同社代表取締役社長
執行役員、2017年取締役会長。2022年
6月に会長職を退任して取締役として留任。
校友会においては、現在に至るまで約20
年間、法政財界人倶楽部で活動している。
本部役員としては、2019年参与、2020年
副会長を経て現在に至る。2017年藍綬褒
章受章、2022年旭日重光章を受章。

アプリTOP画面
イメージ
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い
つ
つ
あ
っ
た
1
9
5
2
年
。
当
時
の

研
究
所
が
と
り
わ
け
力
を
注
い
だ
の
が
、

能
楽
に
関
す
る
文
献
資
料
の
収
集
で
し

た
。
戦
後
の
混
乱
に
よ
り
貴
重
な
能
楽

資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ

と
が
、
研
究
所
に
課
せ
ら
れ
た
最
初
の

使
命
だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
う
し
て
収
集
さ
れ
た
能
楽
資
料
の

数
々
は
、
幾
多
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

奇
跡
的
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
歴
史
の

生
き
証
人
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
14
階
の
博
物

館
展
示
室
で
は
、
能
楽
の
危
機
に
関
わ

る
歴
史
的
な
資
料
を「
自
然
災
害
と
能

楽
」「
疫
病
と
能
楽
」「
戦
争
と
能
楽
」の

テ
ー
マ
別
に
展
示
し
ま
す
。

　
外
濠
校
舎
6
階
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、「
現
代
の
能
楽
が
直

面
し
た
危
機
」に
焦
点
を
当
て
、
コ
ロ
ナ

禍
が
能
楽
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

た
の
か
を
、
実
際
に
舞
台
で
用
い
ら
れ

　
能
楽
に
は
6
0
0
年
以
上
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
道
の
り
は
常
に
平

坦
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長

い
歴
史
の
中
で
、
能
楽
は
災
害
や
戦
争

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
直
面
し
、
社

会
の
変
革
期
を
幾
度
も
経
験
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昨
今
の
能
楽
を
取
り

巻
く
環
境
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
公
演
中
止
、
稽
古
人

口
の
減
少
、
慢
性
的
な
後
継
者
不
足
な

ど
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
能

楽
は
こ
れ
ら
の
危
機
と
ど
う
向
き
合
い
、

ど
う
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

H
O
S
E
I
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
野

上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
が
今
年
、

創
立
70
周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
て
、

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
4
会
場
で「
危
機

と
能
楽
」と
題
す
る
特
別
展
示
を
開
催

し
ま
す
。

　
同
研
究
所
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
能

楽
が
戦
後
の
危
機
か
ら
復
興
へ
と
向
か

た
感
染
対
策
用
の
覆
面
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

も
う
一
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト（
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階
）で
は
、
近
代
東

京
の
能
楽
堂
が
、
関
東
大
震
災
や
東
京

大
空
襲
を
経
て
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た

ど
っ
た
の
か
を
、
能
役
者
の
談
話
な
ど

も
交
え
、
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

　
九
段
北
校
舎
1
階
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
コ
ア
で
は
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
概

観
す
る
映
像
を
流
す
と
と
も
に
、
靖
国

神
社
能
舞
台
、
神
楽
坂
の
矢
来
能
楽
堂

な
ど
を
含
め
た
周
辺
地
図
を
掲
示
し
、

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
、
過
去

か
ら
現
在
に
至
る
能
楽
の
地
域
的
な
つ

な
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
9
月
19
日
に

は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階
ス
カ

イ
ホ
ー
ル
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

矢
来
能
楽
堂
の
観
世
喜
正
さ
ん
に
も
ご

登
壇
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

取材協力：野上記念法政大学能楽研究所　HOSEIミュージアム事務室
※過去に掲載した記事は、大学ウェブサイトに掲載しています https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/daigaku_shi/museum

1   謡本『龍神教化書』（金春家伝来）。江戸初期の新作謡で、干ばつに苦しむ人 を々救うため、明岩和尚が龍神を教化して雨を降らせるという内容
2  1923（大正12）年9月の関東大震災で倒壊後、修復中の観世宗家舞台（『能楽画報』1923年11月号）
3  戦争をテーマとした新作能『忠霊』の彫刻（銕仙会蔵。野上記念法政大学能楽研究所寄託）
4  小鼓胴「錠図蔕梨」（山崎家伝来）。伊勢湾台風の被害を受けつつも、大切に伝えられてきた
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野上記念法政大学能楽研究所 特別展示
「危機と能楽 ̶いかに受け止め乗り越えてきたか」
場所：市ケ谷キャンパス九段北校舎1階ほか
期間：2022年9月1日～ 2023年1月31日
詳細：HOSEIミュージアムウェブサイト

2

1

期間は展示場所により異なります。日程や内容は変更になる可能性があります。
詳しくは上記QRコードからご確認ください。

※ HOSEIミュージアム開設準備募金により制作しました「光悦謡本」「二曲三体人形図」
のレプリカを、本展示で初公開します。

3
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※記事の詳細は大学ウェブサイト（https://www.hosei.ac.jp）および関連リンク先でもご覧いただけます。

傘のシェアリングサービス「アイカサ」を
市ケ谷キャンパスで導入

　4月27日（水）、市ケ谷キャンパス内
に傘のシェアリングサービス「アイカサ」
を導入しました。本学公認のSDGs 
学生組織「SASH／サッシュ（SDGs 
Action Students of HOSEI）」の
提案による、環境負荷を低減する施
策の一つです。
　ビニール傘を購入する必要がなくな
るので、学内のプラスチックごみ削減の促進、カーボン・ニュート
ラルへの貢献につながります。

理工学部電気電子工学科の柴山純教授が
「Session Organizer Award」を共同受賞

　4月25日（月）、理工学部電気電子工学科の柴山純教授が
「PIERS2021-2022（フォトニクス・電磁気学研究シンポジウム
／ Photonics and Electromagnetics Research 
Symposium）」にて、Session Organizer Awardを、光回
路の研究で世界的に著名な室蘭工業大学の辻寧英教授とと
もに共同受賞しました。
　この賞は、今回の会議から新設された賞で、会議で顕著な貢
献をもたらしたセッションオーガナイザーに贈られるものです。
　今回はModeling, Numerical Simulation and Theory 
in Optics and Photonics（光学およびフォトニクスにおける
モデリング、数値シミュレーションおよび理論）のセッション運営
に対する貢献が認められました。

海外にいる本学留学生の方々へ
ダイアナ・コー副学長からメッセージを公開

　ダイアナ・コー副学長から、新型
コロナウイルス感染症の影響で日
本に入国できていない留学生の
方々に向けたビデオメッセージが公
開されました。
　グローバル教育センター長も務
めるコー副学長はメッセージの中で
留学生を気遣い、困ったことがあればグローバ
ル教育センターがサポートすることなどを語り、
「今は離れていても、私たちはつながっています」
という思いを伝えました。

多摩キャンパスで
「留学生交流会」を開催

　5月19日（木）、国際交流サー
クルFiTus（フィッタス）主催の留
学生交流会が3年ぶりに開催さ
れました。留学生と交流を希望す
る日本の学生も加わり、参加者
は自己紹介ゲームやNGワード
ゲーム、ビンゴ大会などのミニゲー
ムを楽しみました。
　渡日したばかりの留学生にとって、知り合いを増やし、楽しい
留学生活を送るきっかけとなる交流会となりました。

学生空手道選手権大会の
団体戦・個人戦組手で好成績

　5月5日（木）に開催された「第58回東日本大学空手道選手
権大会」で、空手部は男子組手の部で団体戦を勝ち上がり、
第3位の成績を収めました。
　また、5月22日（日）に開催された「第50回関東学生空手道
選手権大会」では、個人組手に出場した伊藤颯輝選手（国際
文化学部4年）が優勝を飾り、全日本学生空手道選手権大会
への出場を決めました。
　これからも空手部への応援をよろしくお願いいたします。

法政フェア2022 開催決定！ ー法政大学の過去と今を知るー
法政フェアは、すべての“法政ファン”に向けて、法政大学を深く知ってもらい、継続的に
大学と関わる・利用してもらうきっかけとなることを目的に開催しています。2022年度は
「法政大学の過去と今を知る」をテーマに開催します。
●開催期間:9月16日（金）～ 10月16日（日）
●実施方法:オンライン
●企画内容（予定）
・大学紹介	 ・リカレント教育紹介	・法政思い出写真2022	
・研究紹介	 ・学生活動紹介	 ・法政大学×SDGs取り組み紹介
その他さまざまなコンテンツをご用意します！

法政フェアについてのお問い合わせ先　卒業生・後援会連携室	☎03-3264-4924（平日9：00～11：30、12：30～17：00）　E-mail：koyu@hosei.ac.jp

　学生の研究活動を奨励し、論理的記述に
関する能力の訓練・向上を図ることを目的とし
た「法政大学懸賞論文」、デジタル技術を駆
使してアイデアやメッセージを視覚的に表現
する「デジタルコンテンツ・コンテスト」の本年
度の募集要項を公開しました。

【応募期間】
法政大学懸賞論文：
9月26日（月）～10月3日（月）
デジタルコンテンツ・コンテスト：
9月16日（金）～10月4日（火）

「法政大学懸賞論文」
「デジタルコンテンツ・コンテスト」募集

法政大学懸賞論文

デジタルコンテンツ・コンテスト

法政フェア2022特設サイト
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●企画内容（予定）
・大学紹介	 ・リカレント教育紹介	・法政思い出写真2022	
・研究紹介	 ・学生活動紹介	 ・法政大学×SDGs取り組み紹介
その他さまざまなコンテンツをご用意します！

市ケ谷 多摩 小金井

準　備 11月2日（水）
３時限以降

10月14日（金）
３時限以降 11月2日（水）

大学祭 11月3日（木）
～11月6日（日）

10月15日（土）・
16日（日）

11月3日（木）
～11月5日（土）

2022年度大学祭日程

2022年度の各キャンパスの大学祭日程は下記の通りです。
※下記は予定であり、変更の可能性もあります。

　2022年度の本学独自の奨学金（新・法政大学100周年記念
奨学金、法政大学サポーターズ奨学金、法政大学評議員・監事
奨学金、大成建設株式会社奨学金、株式会社エイチ・ユー奨
学金等）の採否結果が8月下旬に発表されます。申請された方は、
法政大学情報ポータル内のメインメニュー「奨学金申請」でご確
認ください。
　採用期間は1年間で、年額を2回に分けて給付します。8月下
旬と12月下旬に申請の口座に振り込み予定です。
　いずれの奨学金も返済不要の給付型ですが、2022年度中に
休学、退学、除籍などの学籍異動があった場合は、返還の義務
が生じます。また今年度の採否を問わず、毎年申請が可能です。
　2023年度の申請時期は2023年6月上旬を予定しています。

2022年度本学独自の
奨学金の採否結果を発表

　大学の各種データを掲載した学
校法人法政大学案内『H-Line』
2022（A5判64ページ）を発行しまし
た。本冊子は主に、学外・一般の方
向けに作成しています。
　一口坂校舎1
階の情報発信ス
ペースにて、受け
取りが可能です。

『H-Line』2022を発行

一口坂校舎のご案内

文学部100周年イベントを開催

　文学部創立100周年を記念し、記念行事
「文学部の過去・現在・未来―百年間のたから
もの―」を実施します。第一部は野上記念法
政大学能楽研究所との合同企画、第二部で
は各学科の歩みを知る歴代の先生方による討
論を予定しています。
2022年10月15日（土）13：00～17：00
第一部　 講演（日本文学科伊海孝充教授）、演舞・演奏、展示
第二部　 シンポジウム「文学部の過去・現在・未来―百年間の

たからもの―」
登壇者：牧野英二元教授（哲）、堀江拓充元教授（日文）、結城
英雄元教授（英文）、山名弘史元教授（史）、佐藤典人元教授
（地理）、吉村浩一元教授（心理）
　オンラインでの実施・配信を予定していますので、全国各地か
らぜひご視聴ください（詳細は後日、文学部ウェブサイトに掲載し
ます）。予科、そして文学部創設以来培われた法政大学の学風
「自由と進歩」、また法政大学憲章「自由を生き抜く実践知」の
ルーツをたどる催しとなるはずです。

文学部
ウェブサイト

　「2023大学案内・入試ガイド」と本学全15学部の「学部紹介
パンフレット」が完成しました。全国で実施する進学相談会など
で配布する他、ウェブ上でもご確認いただけます。

法政大学入試情報サイト

「2023大学案内・入試ガイド」と
15学部の「学部紹介パンフレット」が完成

検索法政　入試 ※ 一部パンフレットはデジタル版
　のみ作成しています。

「第39回スポーツフェスティバル」を
開催

　5月26日（木）、「第39
回スポーツフェスティバル」
を開催しました。多摩キャ
ンパスの開設以来、毎年
恒例の行事ですが、新型
コロナウイルス感染症の
影響で3年ぶりの開催と
なりました。
　当日は会場を屋外に限定し、ソフトボール、ドッジボール、ボッチャ、
フレスコボール、ストラックアウト、輪投げ、パフォーマンス、たまキャ
ン謎解き街歩きを実施しました。
　陸上競技場や野球場、ラグビー場を使い、多くの学生がクラ
スやゼミなどでチームを組んで交流を深めました。参加者からは「楽
しかった」という声が多く、笑顔が印象的なイベントとなりました。
来年も開催予定ですので、ぜひご参加ください。
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協力　法政大学後援会

企画・制作協力　㈱日経BPコンサルティング

印刷所　図書印刷㈱ 

BOOKS本学専任教職員の最近の著書、編纂書、訳書をご紹介します。

　市ケ谷購買書籍部では、勉学・研究活動に必要
な教科書や専門書だけでなく、就職活動に臨む際に
参考となる就活書も多く取り揃えています。
　就活書は割引フェアを開催していることも多く、組
合員証のご提示で15%引き、20%引きなどの割引価
格で購入できます。通常、組合員割引は10%引き
ですので、フェア期間はさらにお得に購入可能です。
　他にも、生協の書籍部はさまざまなジャンルの本を
取り揃えています。店頭に在庫がないものでも、お
取り寄せが可能ですので、在学中はぜひ、生協の
書籍部をご利用ください。  （市ケ谷購買書籍部）

法政大学生活協同組合書籍部より
＜市ケ谷キャンパス＞

就活関連書籍は割引フェア時の購入がお勧め

※日外アソシエーツ 図書内容情報BookPlusを参照

越境学習入門	 	 	
組織を強くする「冒険人材」の育て方
越境学習とは、個人にとって居心地のよ
い慣れた場所であるホームと、居心地が
悪く慣れない場所だがその分刺激に満ちて
いるアウェーとを往還する（行き来する）こ
とによる学びをいう。本書は、越境学習
者への詳細な調査に基づき、その全体像
を解説し、企業と個人が越境学習を開始・
実践する方法を提案している。

石山 恒貴 他1名 著   
大学院政策創造研究科 教授
出版社：日本能率協会マネジメントセンター
発　行：2022年3月

現場の声から考える	 	
人間中心設計
売れる製品やサービスを開発するにあたっ
て、人間中心設計（ユーザーを中心とし
たモノづくり、以下HCD）を提唱している。
HCDが提起された背景、普及してきた経
緯を概観する他、各企業でのHCDの考
え方や現場での取り組み、関連規格に
対する意見など、率直な現場の声をまと
めた書。

橋爪 絢子 他1名 著   
社会学部メディア社会学科 准教授
出版社：共立出版
発　行：2022年3月

女性自衛官
キャリア、自分らしさと任務遂行
圧倒的に男性が多く、「男性的」な構造
が色濃く反映された組織に生きる「女性
自衛官」。任務を遂行する上で抱える課
題、壁をどう乗り越え壊してきたのか。「こ
の国を守る」と誓う母親たちが見いだした
究極のワークライフバランスとは。子育て
経験のある幹部女性自衛官の生の声を
基に描いた、新・女性キャリア論。

武石 恵美子 他1名 著  
キャリアデザイン学部   
キャリアデザイン学科 教授
出版社：光文社
発　行：2022年3月幻のシロン・チーズを探せ

熟成でダニが活躍するチーズ工房
ヨーロッパの伝統的なチーズ製法の一つと
して、独ミルベンケーゼ、仏ミモレット、仏
アーティズーなど、チーズにつくダニ（シロン）
を使って熟成するシロン・チーズがある。そ
れぞれのチーズ工房には、作り手のチーズ
とシロンへの愛情があふれている。チーズ
とダニを愛する生物学者が現地を訪れ、シ
ロン・チーズの謎に迫る。

島野 智之 著   
国際文化学部国際文化学科 教授
出版社：八坂書房
発　行：2022年2月
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法政大学第二中・高等学校

　2022年度がスタートしました。新年度
早々の4月19日（火）から21日（木）にかけ
ての3日間、中学1年の宿泊行事である校
外授業が、3年ぶりに山中湖で実施され
ました。
　校外授業の指導方針は、「基本的生活習
慣や社会性の基礎の確立」「豊かな人間関
係や『良い集団づくり』」「学習活動に対す
る姿勢の確立」の3点です。
　各クラスの担任はこれらの指導方針を

踏まえつつ、独自性のある授業やHR（ホー
ムルーム）などを展開し、「二中生として
の基本の確立」を目指しました。
　今回の校外授業で、最も重視した指導
に「感染対策の徹底」があります。
　さまざまな局面でのディスタンスの確
保、マスク着用、「黙食」の指導と健康
チェックの徹底など、生徒の健康・安全を
第一に考えた上で指導を展開した結果、
発熱者を出すことなく、成功裏に終える

ことができました。
　今回の校外授業が、中学1年生にとっ
て「中→高→大」と続く、今後の学校生活
をより充実したものにする契機となるこ
とを期待しています。

中学1年校外授業～3年ぶりの実施

法政大学中学高等学校

　中学1年生の道徳およびLHR（ロング
ホームルーム）の時間に「中学生をスター
トしたあなたにお伝えしたいこと」と題し、
「中学生とはどのような時期なのか」「仲
間とより良い学校生活を送るための『2
つのこと』」について、発達心理学の視点
で講話を行いました。
　この講話は、今年度に試行している心
理教育プログラムの検討・実施の一環で、
全生徒を対象に、開発的（問題解決力を育

む）、予防的（一次支援）な視点を持って実施
する取り組みになります。青年期や思春
期の特徴や獲得課題について理解を深め、
より良い学校生活を送るために「相手の
人権尊重を図ること」について学びました。
生徒からは「話を聞いて、今の自分を認め
ることができた」などのコメントが寄せ
られました。
　今年度は、それぞれの生徒の多様性を
認めながら、全体にとってより的確で教

育的な指導を実施できるよう、教育支援
体制の充実に取り組んでいます。学年ご
とに全体に対する指導を工夫し、どの生
徒にとってもより適切な対応ができるこ
とを目指しています。

より丁寧な指導の実現を目指して

法政大学国際高等学校

　国際高校ではコロナ禍でも「主体的に
学び、考え、行動し、多様な他者とつなが
る21世紀の地球市民の育成」を進めてい
ます。
　2022年3月には「国際教育プログラム
成果発表会」を開催しました。文部科学
省指定のスーパーグローバルハイスクー
ルでの成果を発展させた独自の教育プロ
グラムによる発表会となりました。
　また IB（インターナショナル・バカロ

レア）コース2回目の卒業生はディプロ
マ最終試験に全員が合格し、それぞれ目
指す進路に進みました。
　4月のオリエンテーションでは、留学生
が来校しての国際交流プログラム、ICT（情
報通信技術）、生徒会活動、留学に関する
ガイダンスの他、特に生徒の学ぶ姿勢を喚
起する学習ガイダンスを強化しました。
　新1年生からの新カリキュラムでは、論
理的・批判的思考力の獲得を目指す科目

「Critical thinking」、世界を理解し社会課
題に挑む、科目横断の講座「地球市民」を
設置しました。各自が課題テーマを設定
し、卒業研究・制作を進めています。今後
も学びの充実を図っていきます。

次のステージに進む法政国際の学び
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Award

大賞

2021年度「自由を生き抜く実践知大賞」には大学憲章を体現するような実践の取り組みとして11件がノミネート。
厳正な審査にて、大賞と大学憲章に連なる本学の理念などのキーワードを冠した4賞、

オンライン投票による「よき師よき友が選ぶ実践知賞」の計6賞が選ばれました。
ここでは、それぞれの受賞の取り組みを順に紹介します。

1202

Webアプリ「MiNERVA」を用いたコロナ禍の安全な行事運営
（実施団体：小金井企画実行委員会）

44

「自由を生き抜く実践知大賞」の各賞の詳細や表彰式の動画は、
HOSEI PHRONESIS（http://phronesis.hosei.ac.jp/）をご覧ください。

小金井企画実行委員会のメンバー MiNERVAを活用した参加登録の様子

　デジタルネイティブ世代の理系キャンパス生が、コロナ禍におい
ても充実した学生生活を可能にするために、ICT についての専門
知識、技術を活用して円滑で安全な行事運営を実現した取り組み
です。オープンソース化して、自分たちのためだけではなく、同じ課
題に直面した他者と連携し、課題解決の輪を広げていこうとする
姿勢は、持続可能な社会の実現に貢献することを目標に掲げる法
政大学憲章「自由を生き抜く実践知」の精神を体現するものとして、
高く評価できます。

廣瀬克哉総長からの選定理由コメント

　コロナ禍とそれに伴う制限の中、「MiNERVA」を開発すること
はある意味で必須といえるものでした。さまざまな行事が中止となり、
活動の制限を強いられる中、このまま泣き寝入りしてはいけないと
考えたところ、理系学生である我々が行えることは技術を用いた解
決でした。結果的に全ての行事が安全に開催され、とても安堵し
ています。これからも、自分たちにできることは何かを考え、委員各
自がこの経験を糧に社会に貢献していきたいです。

受賞者からの感想

　2022年度の企画実行委員会では、コロナ禍以前の活動を取り
戻すことが大きな課題の一つとなっています。2020年度から授業
はオンライン化され、多くの課外活動が制限されました。2022年度
になってようやく、多くの授業が対面で開催され、制限も緩和され
始めています。新入生歓迎会や小金井祭などの行事を通して、コ
ロナ禍以前の活動や大学生活の楽しみを取り戻すことが企画実
行委員会の重要な役目であり、ここに生きてくるものこそが実践知
だと考えています。コロナ禍以前の大学生活を知るのが4年生だ
けとなった今、企画実行委員会がこれまでの経験を生かし、小金井
キャンパスの学生の大学生活をサポートしていきます。今回いただ
いた賞に甘んじることなく、今後も精進していきたいと思います。  

（小金井企画実行委員会 一同）

今後の展望

　小金井企画実行委員会では、小金井キャンパスの「新入生歓迎会」や「大学祭」など
の学友会主催行事を企画・実施しています。新型コロナウイルス感染症（以下、コロナ）
禍となり、行事運営に当たっては、大学祭参加者の来校記録だけでなく、参加した企画
場所での記録も紙媒体で取り、「いつ」「どこに」「誰が」いたかを管理する対応が求めら
れるようになりました。ただし、不特定多数の方が参加する行事で、手動でこのような管
理を行うことは難しいことでした。
　そこで、同委員会の2021年度委員長が中心となって開発を進めたのが、QRコードを
活用した独自の入室管理システム「MiNERVA」です。理工系学部を有する小金井キャ
ンパスならではの技術力、発想力を駆使して実現しました。
　「MiNERVA」を活用することで、スムーズで正確に参加者を管理することができます。
スマートフォンのブラウザで動作するので、特定のアプリケーションをインストールしなくても、
手軽に導入できます。2021年度の新入生歓迎会や小金井祭の開催時も活躍しました。
　行事運営に役立つことを確認した後は、誰もが活用できるように、オープンソースプロ
ジェクトとして「GitHub※」に公開。導入を希望する市ケ谷や多摩キャンパス、他大学の
行事実行委員会や、全国の同じ境遇の大学生がこれを使えるようにしました。
※GitHub：ソフトウェア開発者向けのプラットフォーム

ノミネート理由・活動概要
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